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市制施行１００周年記念絵本制作業務委託仕様書 

 

委託業者：株式会社ポプラ社（東京都千代田区） 

 

１ 件名 

  市制施行１００周年記念絵本制作業務 

２ 業務の目的 

  本業務は、市制施行１００周年を記念して、本市の歴史や文化を子どもたちにわかり 

 やすく楽しく読める絵本を制作し、故郷への誇りや愛着心を育むことを目的とする。 

  また、幅広い世代が、宇部市の歴史に親しみ、理解を深めていくことのできる絵本の制 

作を目指す。 

３ 業務の委託期間 

  令和５年１１月１０日～令和７年３月３１日 

４ 基本方針 

（１）宇部市の歴史について、子どもたち（小学３・４年生程度）にわかりやすく楽しく読

める絵本を制作する。 

（２）広く市民に親しまれ、郷土を愛する心を育む内容とするため、学識経験者や郷土史研

究団体等から広く意見を聴取する。 

（３）書籍として刊行するとともに、ウェブ上での公開も行う。 

（４）本市の地域的、歴史的、文化的な特性に配慮し制作する。 

５ 業務内容 

（１）市制施行１００周年記念絵本（以下「記念絵本」という。）の執筆・編集・デザイン

にかかわる業務 

（２）絵本印刷・製本にかかわる業務 

  ア 基本仕様は次のとおりとする。 

   ・サイズ：Ａ４変型版 

   ・頁数：４８頁（イラスト２０場面見開きで４０頁＋資料編８頁） 

   ・製本：上製（ハードカバー）、無線綴じ   

   ・用紙：本文/マットコート、表紙/ポール紙  

・色：フルカラー 

  イ ストーリー・イラスト 

   ・ストーリー及びイラストについては、市制施行１００周年記念絵本制作委員会（以

下「委員会」という。）で提案された内容をできるだけ取り入れること。 

  ウ 作成部数は次のとおりとする。 

   ・作成部数   １，０００部 

（３）委員会が行う編集会議には受注者も出席することとし、2回以上は対面での参加とす

ること。それ以外の参加についてはウェブ上での参加も可能とする。 

なお、それに係る費用については、契約額に含まれるものとする。 
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６ 資料の貸与及び返還 

（１）業務の遂行上必要とされる場合、受注者に資料等を貸与する。 

（２）貸与された資料は、紛失、汚損しないように取り扱うものとし、これを他者に貸与し

たり、又は複製したものを別の目的で使用してはならない。 

（３）貸与された資料は、業務終了後に、速やかに発注者へ返却すること。 

（４）発注者が貸与する以外の業務に必要な資料は、受注者がその収集、整理等を行うもの

とし、発注者は業務の遂行に協力するものとする。 

７ 成果品 

（１）段ボールに入れて梱包すること。 

（２）総合政策部市史編さん室が指定する箇所へ納品すること。 

（３）納品物と同じ内容の電子データ（ＰＤＦ形式及び印刷版下データとして使用できる形

式）をＤＶＤ等の電子媒体も併せて納品すること。 

８ 業務に当たっての留意事項 

（１）受注者は、採択された提案内容に基づき、誠実な業務を実施すること。 

（２）成果物の権利はすべて宇部市に帰属すること。 

（３）本仕様書に定まる事項の他、委託業務の実施のために必要な事務が発生した場合には、

発注者との協議のもと、適切に遂行すること。 

（４）契約の締結、委託業務の履行に関して必要な費用はすべて受注者の負担とする。 

（５）委託事業の実施に関して知り得た情報を第三者に漏らしてはならない。 
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令和５年度 令和６年度

調査・準備

文章第一稿作成

文章第二稿作成

文章修正・検査

白黒ラフ
第一稿作成

白黒ラフ
第二稿作成

白黒ラフ
修正・検査

色塗り
第一稿作成

色塗り
修正・検査

デザイン

印刷

委員会開催
（６年度は予定）

５年度
第３回

６年度
第１回

６年度
第２回

６年度
第３回

市制施行１００周年記念絵本制作工程表

作業内容 11月 12月 1月 7月 8月2月 3月 4月 5月 6月 2月 3月9月 10月 11月 12月 1月
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議
案
第
五
十
八
号 

 

宇
部
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
中
一
部 

改
正
の
件 

 

宇
部
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
条
例

第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

令
和
六
年
六
月
七
日
提
出 

 

 
 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 
 

 
 

 

  

第
二
条
第
一
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

五 

特
定
個
人
番
号
利
用
事
務 

法
第
十
九
条
第
八
号
に
規
定
す
る
特
定
個
人
番
号
利
用
事
務

を
い
う
。 

六 

利
用
特
定
個
人
情
報 

法
第
十
九
条
第
八
号
に
規
定
す
る
利
用
特
定
個
人
情
報
を
い
う
。 

第
三
条
の
見
出
し
中
「
及
び
情
報
連
携
」
を
「
範
囲
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
法
別
表
第

二
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
事
務
」
を
「
特
定
個
人
番
号
利
用
事
務
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
法

別
表
第
二
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
事
務
」
を
「
特
定
個
人
番
号
利
用
事
務
」
に
、
「
同
表
の
第
四
欄

に
掲
げ
る
特
定
個
人
情
報
」
を
「
利
用
特
定
個
人
情
報
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
当
該
特

定
個
人
情
報
」
を
「
当
該
利
用
特
定
個
人
情
報
」
に
改
め
る
。 

別
表
第
二
の
十
四
の
項
中
「
法
別
表
第
二
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
事
務
（
当
該
事
務
に
対
応
す
る

同
表
の
第
四
欄
に
生
活
保
護
関
係
情
報
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
」
を
「
特
定
個
人
番
号
利
用
事

務
（
当
該
特
定
個
人
番
号
利
用
事
務
を
処
理
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
利
用
特
定
個
人
情
報
に

生
活
保
護
関
係
情
報
を
含
む
も
の
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「
説
明
」 

 

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 
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（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

（
定
義
） 

（
定
義
） 

第
二
条 

第
二
条 

四 

四 

 

五 

特
定
個
人
番
号
利
用
事
務 

法
第
十
九
条
第

八
号
に
規
定
す
る
特
定
個
人
番
号
利
用
事
務
を

い
う
。 

 

六 

利
用
特
定
個
人
情
報 

法
第
十
九
条
第
八
号

に
規
定
す
る
利
用
特
定
個
人
情
報
を
い
う
。 

（
個
人
番
号
の
利
用
及
び
情
報
連
携
） 
（
個
人
番
号
の
利
用
範
囲 

 
 
 
 
 
 
 

） 

第
三
条 

法
第
九
条
第
二
項
の
条
例
で
定
め
る
事
務

は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
関
が
行
う
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
務
、
別
表
第
二
の
上
欄
に

掲
げ
る
機
関
が
行
う
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
務

及
び
市
長
又
は
宇
部
市
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教

育
委
員
会
」
と
い
う
。
）
が
行
う
法
別
表
第
二
の

第
二
欄
に
掲
げ
る
事
務
と
す
る
。 

第
三
条 

法
第
九
条
第
二
項
の
条
例
で
定
め
る
事
務

は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
関
が
行
う
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
務
、
別
表
第
二
の
上
欄
に

掲
げ
る
機
関
が
行
う
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
務

及
び
市
長
又
は
宇
部
市
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教

育
委
員
会
」
と
い
う
。
）
が
行
う
特
定
個
人
番
号

利
用
事
務 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
す
る
。 

３ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長
又
は
教
育

委
員
会
は
、
法
別
表
第
二
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
事

務
を
処
理
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
で
同
表
の
第

四
欄
に
掲
げ
る
特
定
個
人
情
報
で
あ
っ
て
自
ら
が

保
有
す
る
も
の
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
法
の
規
定
に
よ
り
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
他
の
個
人
番
号
利
用

事
務
実
施
者
か
ら
当
該
特
定
個
人
情
報 

 
 
 

の
提

供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。 

３ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長
又
は
教
育

委
員
会
は
、
特
定
個
人
番
号
利
用
事
務 

 
 
 
 
 
 
 
 

務
を
処
理
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
で
利
用
特
定

個
人
情
報 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
あ
っ
て
自
ら
が

保
有
す
る
も
の
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
法
の
規
定
に
よ
り
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
他
の
個
人
番
号
利
用

事
務
実
施
者
か
ら
当
該
利
用
特
定
個
人
情
報
の
提

供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。 

別
表
第
二
（
第
三
条
関
係
） 

別
表
第
二
（
第
三
条
関
係
） 

機
関 

事
務 

特
定
個
人
情
報 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
四 

市
長 

法
別
表
第
二

の
第
二
欄
に

掲
げ
る
事
務

（
当
該
事
務 

外
国
人
生
活
保
護
関

係
情
報
で
あ
っ
て
市

規
則
で
定
め
る
も
の 

機
関 

事
務 

特
定
個
人
情
報 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
四 

市
長 

特
定
個
人
番

号
利
用
事
務

（
当
該
特
定

個
人
番
号
利

外
国
人
生
活
保
護
関

係
情
報
で
あ
っ
て
市

規
則
で
定
め
る
も
の 
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に
対
応
す
る

同
表
の
第
四

欄
に
生
活
保

護
関
係
情
報

が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
も
の

利
用
特
定
個

人
情
報
に
に

限
る
。
）
で

あ
っ
て
市
規

則
で
定
め
る

も
の 

 

 

 

用
事
務
を
処

理
す
る
た
め

に
必
要
と
さ

れ
る
利
用
特

定
個
人
情
報

に
生
活
保
護

関
係
情
報
を

含
む
も
の
に

限
る
。
）
で

あ
っ
て
市
規

則
で
定
め
る

も
の 
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議案第５８号 

宇部市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例中

一部改正の件  

 

１ 要旨 

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（平成２５

年法律第２７号）の一部改正に伴い、所要の整備を行うもの。 

 

２ 条例改正に係る法の主な改正内容 

この度の法の一部改正により、個人番号の利用範囲拡大及び個人番号による迅速な情

報連携が可能となる。 

条例改正に係る法の主な改正内容は、次のとおり。 

（１） 個人番号の利用範囲の拡大 

改正前の法においては、別表第１に掲げる事務についてのみ個人番号が利用できるこ

ととされていた。 

この度の法の一部改正により、別表第１が別表に改められ、改正後の別表に掲げる事

務に加え、当該事務に準ずる事務で性質が同一であって主務省令で規定されたものにつ

いても、個人番号の利用が可能となった。 

（２） 個人番号による情報連携規定の見直し 

改正前の法においては、別表第２に掲げる事務についてのみ個人番号による情報連携

を行うことができた。 

この度の法の一部改正により、別表第２が廃止され、改正後の別表に掲げる事務であ

って主務省令で規定されたものについて個人番号による情報連携を行うことが可能とな

った。 

（３） 特定個人番号利用事務及び利用特定個人情報 

別表に掲げる事務のうち、迅速に特定個人情報の提供を受ける事によって効率化を図

るべきものとして主務省令で定めるものを「特定個人番号利用事務」とし、また特定個

人番号利用事務を処理するために必要な特定個人情報として主務省令で定めるものを

「利用特定個人情報」と位置付ける。 

 

３ 条例改正の内容 

（１）法別表第２の廃止に伴う文言修正 

法別表第２に規定されていた、個人番号利用事務及び特定個人情報が主務省令で定

めることとされ、それぞれが特定個人番号利用事務及び利用特定個人情報と位置付け

られたことから、整備を行うもの 

 

４ 施行日 

公布の日 



議
案
第
五
十
九
号 

 
宇
部
市
立
体
駐
車
場
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

宇
部
市
立
体
駐
車
場
条
例
（
令
和
四
年
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

令
和
六
年
六
月
七
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 

  

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

宇
部
市
駐
車
場
条
例 

第
一
条
中
「
立
体
駐
車
場
」
を
「
駐
車
場
」
に
改
め
る
。 

第
二
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
立
体
駐
車
場
」
を
「
駐
車
場
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中

「
宇
部
市
立
体
駐
車
場
」
を
「
宇
部
市
駐
車
場
」
に
改
め
る
。 

第
三
条
中
「
宇
部
市
立
体
駐
車
場
」
を
「
宇
部
市
駐
車
場
」
に
改
め
、
「
、
高
さ
二
・
一
メ
ー

ト
ル
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。 

た
だ
し
、
前
段
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
立
体
駐
車
場
部
分
に
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
る

自
動
車
は
、
高
さ
二
・
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
と
す
る
。 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「
説
明
」 

宇
部
市
駐
車
場
の
平
面
駐
車
場
部
分
の
供
用
開
始
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 
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（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

宇
部
市
立
体
駐
車
場
条
例 

宇
部
市
駐
車
場
条
例 

 
 
  

（
目
的
） 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
立
体
駐
車
場
（
公
用

車
を
駐
車
す
る
た
め
の
専
用
の
区
域
を
除
く
。
）

の
設
置
及
び
管
理
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
駐
車
場
●
●
（
公
用

車
を
駐
車
す
る
た
め
の
専
用
の
区
域
を
除
く
。
）

の
設
置
及
び
管
理
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
名
称
及
び
位
置
） 
（
名
称
及
び
位
置
） 

第
二
条 

立
体
駐
車
場
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。 

第
二
条 

駐
車
場 

 
 
 

の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。 

一 

名
称 

宇
部
市
立
体
駐
車
場 

一 
名
称 

宇
部
市
駐
車
場 

 
 
 
 

（
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
の
範
囲
） 

（
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
の
範
囲
） 

第
三
条 

宇
部
市
立
体
駐
車
場
（
以
下
「
駐
車
場
」

と
い
う
。
）
に
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
積
載
物
を
含
む

長
さ
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
・
一
メ
ー
ト
ル
以
下

の
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
段
に
規
定
す
る
も

の
の
ほ
か
、
立
体
駐
車
場
部
分
に
駐
車
す
る
こ
と

が
で
き
る
自
動
車
は
、
高
さ
二
・
一
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
と
す
る
。 

第
三
条 

宇
部
市
駐
車
場
●
●
（
以
下
「
駐
車
場
」

と
い
う
。
）
に
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
積
載
物
を
含
む

長
さ
五
メ
ー
ト
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
下

の
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
段
に
規
定
す
る
も

の
の
ほ
か
、
立
体
駐
車
場
部
分
に
駐
車
す
る
こ
と

が
で
き
る
自
動
車
は
、
高
さ
二
・
一
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
と
す
る
。 
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議案第５９号 

宇部市立体駐車場条例中一部改正の件  

 

１ 要旨 

本庁舎西側に設置する宇部市駐車場の「平面駐車場部分」の供用開始に伴い、所要の整備

を行うもの。 

 

２ 主な改正内容 

区  分 
概  略 

改 正 前 改 正 後 

条例名 宇部市立体駐車場条例  宇部市駐車場条例 

目的 

（第 1条） 
立体駐車場の設置及び管理につ

いて必要な事項を定める 
 

駐車場の設置及び管理について

必要な事項を定める 
 

名称及び位置 

（第 2条） 
立体駐車場の名称及び位置は、 

宇部市立体駐車場 

宇部市常盤町一丁目十番地一 
 

駐車場の名称及び位置は、 

宇部市駐車場 

宇部市常盤町一丁目十番地一 

駐車すること

ができる自動

車の範囲 

（第 3条） 

普通自動車、小型自動車及び軽自

動車（二輪、三輪自動車以外）で、

積載物を含む長さが5メートル以

下、高さが 2.1メートル以下 

普通自動車、小型自動車及び軽自

動車（二輪、三輪自動車以外）で、

積載物を含む長さが5メートル以

下。ただし、立体駐車場部分に駐

車できる自動車は、高さ 2.1メー

トル以下 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 施行日 

 令和６年７月１日 

（平面図）  



議
案
第
六
十
号 

 

地
域
再
生
法
に
規
定
す
る
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
不
均 

 
一
課
税
に
関
す
る
条
例
中
一
部
改
正
の
件 

 

地
域
再
生
法
に
規
定
す
る
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
に
関
す

る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

令
和
六
年
六
月
七
日
提
出 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 
 

 
 

 

   

第
二
条
第
一
項
中
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
地
域
再
生
法
に
規
定
す
る
地
方
活
力
向
上

地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か

ら
適
用
す
る
。 

「
説
明
」 

 

地
域
再
生
法
第
十
七
条
の
六
の
地
方
公
共
団
体
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
七
年
総
務
省
令

第
七
十
三
号
）
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
不
均
一
課
税
の
適
用
期
間
の
延
長
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 
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（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

（
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
） 

（
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
） 

第
二
条 

省
令
第
一
条
に
規
定
す
る
公
示
日
（
以
下

「
公
示
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
令
和
六
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
、
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画

の
認
定
を
受
け
た
事
業
者
で
あ
っ
て
、
当
該
認
定

を
受
け
た
日
か
ら
同
日
の
翌
日
以
後
三
年
を
経
過

す
る
日
ま
で
（
同
日
ま
で
に
法
第
十
七
条
の
二
第

六
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た

と
き
は
、
そ
の
取
り
消
さ
れ
た
日
の
前
日
ま
で
）

の
間
に
、
特
別
償
却
設
備
を
新
設
し
、
又
は
増
設

し
た
も
の
（
以
下
「
特
別
償
却
設
備
設
置
者
」
と

い
う
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
特
別
償
却
設
備
で
あ

る
家
屋
又
は
構
築
物
及
び
償
却
資
産
並
び
に
当
該

家
屋
又
は
構
築
物
の
敷
地
で
あ
る
土
地
（
公
示
日

以
後
に
取
得
し
た
も
の
に
限
り
、
か
つ
、
土
地
に

つ
い
て
は
、
そ
の
取
得
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
一
年
以
内
に
当
該
土
地
を
敷
地
と
す
る
当
該
家

屋
又
は
構
築
物
の
建
設
の
着
手
が
あ
っ
た
場
合
に

お
け
る
当
該
土
地
に
限
る
。
以
下
「
特
別
償
却
設

備
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産

税
の
税
率
は
、
宇
部
市
税
賦
課
徴
収
条
例
（
昭
和

二
十
五
年
条
例
第
四
十
二
号
）
第
六
十
二
条
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
を
課
す
べ

き
こ
と
と
な
る
最
初
の
年
度
（
以
下
「
初
年
度
」

と
い
う
。
）
以
後
三
年
度
間
に
限
り
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
事
業
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

第
二
条 

省
令
第
一
条
に
規
定
す
る
公
示
日
（
以
下

「
公
示
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
令
和
八
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
、
特
定
業
務
施
設
整
備
計
画

の
認
定
を
受
け
た
事
業
者
で
あ
っ
て
、
当
該
認
定

を
受
け
た
日
か
ら
同
日
の
翌
日
以
後
三
年
を
経
過

す
る
日
ま
で
（
同
日
ま
で
に
法
第
十
七
条
の
二
第

六
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た

と
き
は
、
そ
の
取
り
消
さ
れ
た
日
の
前
日
ま
で
）

の
間
に
、
特
別
償
却
設
備
を
新
設
し
、
又
は
増
設

し
た
も
の
（
以
下
「
特
別
償
却
設
備
設
置
者
」
と

い
う
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
特
別
償
却
設
備
で
あ

る
家
屋
又
は
構
築
物
及
び
償
却
資
産
並
び
に
当
該

家
屋
又
は
構
築
物
の
敷
地
で
あ
る
土
地
（
公
示
日

以
後
に
取
得
し
た
も
の
に
限
り
、
か
つ
、
土
地
に

つ
い
て
は
、
そ
の
取
得
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
一
年
以
内
に
当
該
土
地
を
敷
地
と
す
る
当
該
家

屋
又
は
構
築
物
の
建
設
の
着
手
が
あ
っ
た
場
合
に

お
け
る
当
該
土
地
に
限
る
。
以
下
「
特
別
償
却
設

備
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産

税
の
税
率
は
、
宇
部
市
税
賦
課
徴
収
条
例
（
昭
和

二
十
五
年
条
例
第
四
十
二
号
）
第
六
十
二
条
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
を
課
す
べ

き
こ
と
と
な
る
最
初
の
年
度
（
以
下
「
初
年
度
」

と
い
う
。
）
以
後
三
年
度
間
に
限
り
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
事
業
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。 
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議案第６０号 

地域再生法に規定する地方活力向上地域における固定資産税の

不均一課税に関する条例中一部改正の件  

 

 

１ 要 旨 

本条例は、地域再生法において、事業者が、地方活力向上地域（首都圏等以外）での本

社機能の移転や拡充を行った場合に、当該事業者に対して、固定資産税の不均一

課税（軽減措置 （※１））を実施することで、地域経済の活性化や、雇用機会の創出に資す

ることを目的に平成２７年１２月に制定されたもの。 

地方公共団体が不均一課税等を行った場合の減収に対しては、普通交付税による減収補

てん措置が講じられており、このたび、地方税の不均一課税等に伴う減収補填措置を規定

する総務省令「地域再生法第十七条の六の地方公共団体等を定める省令」の一部改正（令

和６年４月１日施行）が行われ、減収補填措置の適用期間が、令和６年３月３１日から令

和８年３月３１日に延長された。これに伴い、本市においても同様に、不均一課税の適用

期間の延長を行うもの。 

※1：通常の固定資産税率「1.4％」を年度に応じて軽減（３年度間に限る） 

区分 

移転型事業 

（東京 23 区から地方に本

社機能を移転する場合） 

拡充型事業 

（市内企業が本社機能

を拡充する場合） 

初年度 0%(0) 0.14%(1/10 課税) 

第２年度 0.35%(1/4 課税) 

第３年度 0.70%(2/4 課税) 

 

２ 改正内容 

(1)不均一課税の適用要件である「地方活力向上地域等特定業務施設整備計画（※２）」の

県知事認定の適用期限の２年延長（第２条） 

（改正前）令和６年３月３１日 → （改正後）令和８年３月３１日 

⇒令和８年３月３１日までに、整備計画の認定を受けた事業者が不均一課税の対象となる。 

※2：①事業者が作成し、県が認定を行う。 

②対象資産は、本計画に基づき取得した資産（土地・家屋・機械装置等） 

 

３ 施行期日 

公布の日から施行し、改正後の第２条第１項の規定は、令和６年４月１日から適用 

  



報告第２号 

 

専決処分を報告し、承認を求める件 

 
 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項本文の規定により、  

下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、承認を求める。  

  令和６年６月７日提出  

  

宇部市長  篠 﨑  圭 二     

 

 

記  

１ 専決処分の内容  

宇部市税賦課徴収条例の一部を改正する条例（令和６年条例第２５号）  

     ……… 別 紙  

２ 専決処分年月日  

令和６年３月３１日  
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別 
紙 

 
 

宇
部
市
条
例
第
二
十
五
号 

 

宇
部
市
税
賦
課
徴
収
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。 

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 

   

第
五
十
一
条
第
二
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加

え
る
。 

 
 

た
だ
し
、
市
長
が
、
当
該
者
が
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、

か
つ
、
市
民
税
を
減
免
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

第
五
十
一
条
第
三
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に

改
め
る
。 

第
七
十
一
条
第
二
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加

え
る
。 た

だ
し
、
市
長
が
、
当
該
者
が
所
有
す
る
固
定
資
産
が
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
か
つ
、
固
定
資
産
税
を
減
免
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

第
七
十
一
条
第
三
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に

改
め
る
。 

第
百
三
十
九
条
の
三
第
二
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し

書
を
加
え
る
。 

た
だ
し
、
市
長
が
、
当
該
者
が
所
有
し
、
又
は
取
得
す
る
土
地
が
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
か
つ
、
特
別
土
地
保
有
税
を
減
免
す
る
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

第
百
三
十
九
条
の
三
第
三
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
七
条
の
四
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。 

（
令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
の
特
別
税
額
控
除
） 

第
七
条
の
五 

令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
法
附
則
第
五
条
の
八
第
四
項
及
び
第

五
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
市
民
税
に
係
る
令
和
六
年
度
分
特
別
税
額
控
除

1
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額
を
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
千
八
百
五
万
円
以
下
で
あ
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者
（
次
条

及
び
附
則
第
七
条
の
七
に
お
い
て
「
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
」
と
い
う
。
）
の
第
三

十
四
条
の
三
、
第
三
十
四
条
の
六
か
ら
第
三
十
四
条
の
九
ま
で
、
附
則
第
五
条
第
二
項
、
附
則

第
七
条
第
一
項
、
附
則
第
七
条
の
三
の
二
第
一
項
、
前
条
及
び
附
則
第
九
条
の
二
の
規
定
を
適

用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
三
十
四
条
の
七
第
二
項
、
第
四
十
七
条
の
五

第
一
項
及
び
前
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
四
条
の
七
第
二
項
及
び
前
条
中
「
附

則
第
五
条
の
六
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
の
六
第
二
項
及
び
第
五
条
の
八
第
六
項
」

と
、
第
四
十
七
条
の
五
第
一
項
中
「
課
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
七
条
の
五
第
一
項
の
規

定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
課
す
べ
き
」
と
、
「
の
前
々
年
中
」
と
あ
る
の
は
「
の

同
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
前
々
年
中
」
と
、
「
、
前
々
年
中
」

と
あ
る
の
は
「
、
附
則
第
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け

る
前
々
年
中
」
と
す
る
。 

（
令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
の
納
税
通
知
書
に
関
す
る
特
例
） 

第
七
条
の
六 

令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
個
人
の
市
民
税
の
納
税
通
知
書
に
記

載
す
べ
き
各
納
期
の
納
付
額
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民

税
の
額
（
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
算
出
さ
れ
る
普
通
徴
収

に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
を
い
う
。
）
、
特
別
税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の

県
民
税
の
額
（
法
附
則
第
五
条
の
八
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し

た
場
合
に
算
出
さ
れ
る
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
県
民
税
の
額
を
い
う
。
）
及
び
普
通
徴
収

に
係
る
森
林
環
境
税
の
額
の
合
算
額
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
別
税
額
控
除
前
の
普
通

徴
収
に
係
る
個
人
の
住
民
税
の
額
」
と
い
う
。
）
か
ら
そ
の
者
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の

市
民
税
の
額
、
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
県
民
税
の
額
及
び
普
通
徴
収
に
係
る
森
林
環
境
税

の
額
の
合
算
額
を
控
除
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に

係
る
特
別
税
額
控
除
額
」
と
い
う
。
）
が
そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る

個
人
の
住
民
税
の
額
を
四
で
除
し
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

き
、
又
は
当
該
金
額
の
全
額
が
千
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額

を
切
り
捨
て
た
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
分
割
金
額
」
と
い
う
。
）
に
三
を
乗
じ
て

得
た
金
額
を
そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
住
民
税
の
額
か
ら

控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
一
期
分
金
額
」
と
い
う
。
）

に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
当
該
納
税
通
知
書
に
記
載
す
べ
き
各
納
期
の
納
付
額
は
、
第
四
十

条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
期
の
納
期
（
以
下
こ
の
項
、
次
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て

1
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「
第
一
期
納
期
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
か
ら
そ
の
者
の
普
通

徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
額
と
し
、
そ
の
他
の
そ
れ
ぞ

れ
の
納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
す
る
。 

二 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除

額
が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者

の
分
割
金
額
と
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
当
該
納
税
通
知
書
に
記
載
す
べ
き
各
納

期
の
納
付
額
は
、
第
一
期
納
期
に
お
い
て
は
な
い
も
の
と
し
、
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す

る
第
二
期
の
納
期
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
第
二
期
納
期
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者

の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
額
と
し
、
第
四
十
条

第
一
項
に
規
定
す
る
第
三
期
の
納
期
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
三
期
納
期
」
と
い
う
。
）

及
び
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
四
期
の
納
期
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
四
期
納
期
」

と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
す
る
。 

三 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除

額
が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
の
合
計
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、

そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
二
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
の
合
計
額

に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
当
該
納
税
通
知
書
に
記
載
す
べ
き
各
納
期
の
納
付
額
は
、
第
一
期

納
期
及
び
第
二
期
納
期
に
お
い
て
は
な
い
も
の
と
し
、
第
三
期
納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の

第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
二
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
の
合
計
額
か
ら
そ
の

者
の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
額
と
し
、
第
四
期

納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
す
る
。 

四 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除

額
が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
二
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
の
合

計
額
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
納
税
通
知
書
に
記
載
す
べ
き
各
納
期
の
納
付
額
は
、
第

一
期
納
期
、
第
二
期
納
期
及
び
第
三
期
納
期
に
お
い
て
は
な
い
も
の
と
し
、
第
四
期
納
期
に

お
い
て
は
そ
の
者
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
、
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
県

民
税
の
額
及
び
普
通
徴
収
に
係
る
森
林
環
境
税
の
額
の
合
算
額
と
す
る
。 

２ 

令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
（
第
一
期
納
期
か
ら
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
も
の
を
除
く
。
）
を
同
項
の
規
定
に

よ
り
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。 

（
令
和
六
年
度
分
の
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
関
す
る
特
例
） 

第
七
条
の
七 

令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
べ
き
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
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税
（
第
三
項
に
お
い
て
「
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
の
個
人
の
市
民
税
」
と
い
う
。
）
の
額

及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
べ
き
公
的
年
金
等
に
係

る
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民

税
の
額
（
附
則
第
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
算
出
さ
れ

る
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
前
年
中
の
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
所

得
割
額
及
び
均
等
割
額
（
こ
れ
と
併
せ
て
賦
課
徴
収
を
行
う
森
林
環
境
税
額
を
含
む
。
以
下

こ
の
号
及
び
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
合
算
額
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
五
号
に
お
い
て

「
年
金
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
合
算
額
」
と
い
う
。
）
を
い
う
。
以
下
こ

の
号
及
び
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
所
得
割
額

及
び
均
等
割
額
の
合
算
額
を
控
除
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
年
金
所

得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
」
と
い
う
。
）
が
そ
の
者
の
特
別
税
額

控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
（
特
別
税
額
控
除
前
の
年
金
所
得
に
係
る

個
人
の
市
民
税
の
額
か
ら
特
別
税
額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
（
特

別
税
額
控
除
前
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を

い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
二
で
除
し
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は

当
該
金
額
の
全
額
が
千
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り
捨

て
た
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
二
期
分
金
額
」
と
い
う
。
）
を
そ
の
者
の
特
別
税

額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
か
ら
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金

額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
一
期
分
金
額
」
と
い
う
。
）
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
第

一
期
納
期
及
び
第
二
期
納
期
に
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
べ
き
公
的
年
金
等
に

係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
普
通
徴
収
対
象
税
額
」

と
い
う
。
）
並
び
に
第
四
十
七
条
の
三
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
を
す

る
際
、
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
べ
き
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の

市
民
税
の
額
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
特
別
徴
収
対
象
税
額
」
と
い
う
。
）

は
、
第
一
期
納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る

個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
税
額
、
第
二
期
納

期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
二
期
分
金
額
に
相
当
す
る
税
額
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る

年
の
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除
前

の
特
別
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
を
三
で
除
し
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額
に
百
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は
当
該
金
額
の
全
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数

金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
分
割
金
額
」
と
い
う
。
）

に
二
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係
る
個
人
の
市

2
1



民
税
の
額
か
ら
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
十
月
分
金
額
」

と
い
う
。
）
に
相
当
す
る
税
額
、
同
年
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。 

二 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額

控
除
額
が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ

の
者
の
第
二
期
分
金
額
と
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
普
通
徴
収
対
象
税
額
及
び
特

別
徴
収
対
象
税
額
は
、
第
一
期
納
期
に
お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と
し
、
第
二
期
納
期
に
お

い
て
は
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
第
二
期
分
金
額
と
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者

の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当

す
る
税
額
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に

お
い
て
は
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
に
相
当
す
る
税
額
、
同
年
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。 

三 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額

控
除
額
が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
第
二
期
分
金
額
と
の
合
計
額
以
上
で
あ

り
、
か
つ
、
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
二
期
分
金
額
及
び
そ
の
者
の
十
月
分

金
額
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
普
通
徴
収
対
象
税
額
及
び
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、

第
一
期
納
期
及
び
第
二
期
納
期
に
お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と
し
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属

す
る
年
の
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
一
期
分
金

額
、
そ
の
者
の
第
二
期
分
金
額
及
び
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金

所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
税

額
、
同
年
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割

金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。 

四 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額

控
除
額
が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
二
期
分
金
額
及
び
そ
の
者
の
十
月
分
金

額
の
合
計
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
二
期
分
金
額
、

そ
の
者
の
十
月
分
金
額
及
び
そ
の
者
の
分
割
金
額
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
普
通

徴
収
対
象
税
額
及
び
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
第
一
期
納
期
及
び
第
二
期
納
期
並
び
に
当
該

年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
税
額
は

な
い
も
の
と
し
、
同
年
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ

の
者
の
第
一
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
二
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
及
び
そ
の
者

の
分
割
金
額
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税

額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
税
額
、
同
年
二
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。 

五 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
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控
除
額
が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
二
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
十
月
分
金
額

及
び
そ
の
者
の
分
割
金
額
の
合
計
額
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
普
通
徴
収
対
象
税
額
及
び
特

別
徴
収
対
象
税
額
は
、
第
一
期
納
期
及
び
第
二
期
納
期
並
び
に
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る

年
の
十
月
一
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と
し
、

同
年
二
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る

所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
合
算
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
四
十
七
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
条
第
二
項
中
「
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
を
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
月

一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
に
係

る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
の
回
数
で
除
し
て
得
た
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
七

条
の
七
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
べ
き
額
」
と
す
る
。 

３ 

令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
の
個
人
の
市
民
税

の
額
（
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。 

一 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額

控
除
額
が
そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
（
特
別
税

額
控
除
前
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
か
ら
第
四
十
七
条
の
五
第
一
項
に
規

定
す
る
年
金
所
得
に
係
る
仮
特
別
徴
収
税
額
を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
三
で
除
し
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又

は
当
該
金
額
の
全
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り

捨
て
た
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
分
割
金
額
」
と
い
う
。
）
に
二
を
乗
じ
て
得
た
金

額
を
そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
か
ら
控
除
し

た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
十
月
分
金
額
」
と
い
う
。
）
に
満
た

な
い
場
合
に
は
、
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
月
一
日
か

ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所

得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
税
額
、

同
年
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金

額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。 

二 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額

控
除
額
が
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
と
そ
の
者

の
分
割
金
額
と
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
当
該
年
度
の

初
日
の
属
す
る
年
の
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
税
額
は
な
い
も

の
と
し
、
同
年
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の

十
月
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
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の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
税
額
、
同
年
二
月
一
日

か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す

る
。 

三 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額

控
除
額
が
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
の
合
計
額
以
上
で
あ
る
場
合

に
は
、
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
月
一
日
か
ら
翌
年
の

一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と
し
、
同
年
二
月
一
日
か
ら
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
四
十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
ら
れ
た
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
に

相
当
す
る
税
額
と
す
る
。 

４ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
四
十
七
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
条
第
二
項
中
「
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
を
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
月

一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
に
係

る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
の
回
数
で
除
し
て
得
た
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
七

条
の
七
第
三
項
各
号
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
べ
き
額
」
と
す
る
。 

５ 

令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
つ
き
第
四
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る

場
合
に
つ
い
て
は
、
前
各
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

（
令
和
七
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
の
特
別
税
額
控
除
） 

第
七
条
の
八 

令
和
七
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
法
附
則
第
五
条
の
十
二
第
三
項
及
び

第
四
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
市
民
税
に
係
る
令
和
七
年
度
分
特
別
税
額
控

除
額
を
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
第
三
十
四
条
の
三
、

第
三
十
四
条
の
六
か
ら
第
三
十
四
条
の
九
ま
で
、
附
則
第
五
条
第
二
項
、
附
則
第
七
条
第
一
項
、

附
則
第
七
条
の
三
の
二
第
一
項
、
附
則
第
七
条
の
四
及
び
附
則
第
九
条
の
二
の
規
定
を
適
用
し

た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。 

附
則
第
八
条
第
二
項
中
「
前
条
」
を
「
附
則
第
七
条
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三

十
四
条
の
九
第
一
項
」
の
下
に
「
、
附
則
第
七
条
の
五
第
一
項
及
び
前
条
」
を
加
え
、
「
同
項
」

を
「
第
三
十
四
条
の
九
第
一
項
」
に
、
「
と
あ
る
の
は
、
「
前
三
条
」
を
「
と
あ
る
の
は
「
前
三

条
」
に
、
「
と
す
る
」
を
「
と
、
附
則
第
七
条
の
五
第
一
項
中
「
前
条
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
前

条
、
附
則
第
八
条
第
二
項
及
び
」
と
、
前
条
中
「
附
則
第
七
条
の
四
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
附
則

第
七
条
の
四
、
次
条
第
二
項
及
び
」
と
す
る
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
十
条
の
二
中
第
二
十
項
を
削
り
、
第
十
九
項
を
第
二
十
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
附

則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
三
号
ハ
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
四
号
ハ
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
十
九
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
三
号
ロ
」
を

「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
四
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
八
項
と
し
、
同
条
第
十
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六
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
三
号
イ
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
四
号
イ
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
二

号
ハ
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
三
号
ハ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、

同
条
第
十
四
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
二
号
ロ
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項

第
三
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二

十
五
項
第
二
号
イ
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
三
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十

四
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

１ ３ 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
二
号
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
条

例
で
定
め
る
割
合
は
、
七
分
の
六
と
す
る
。 

附
則
第
十
条
の
二
第
二
十
一
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三

十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
二
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
八
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条

第
三
十
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
三
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十

五
条
第
四
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
四
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
三
項
」
を
「
附
則

第
十
五
条
第
四
十
二
項
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
十
条
の
三
第
十
四
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
中
「
附
則
第
七
条
第
十

七
項
」
を
「
附
則
第
七
条
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項

中
「
附
則
第
七
条
第
十
六
項
各
号
」
を
「
附
則
第
七
条
第
十
七
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
附
則
第
七
条
第
十
一
項
各
号
」
を
「
附
則
第
七
条
第
十
二

項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
附
則
第
七
条
第
十
項
各
号

に
規
定
す
る
」
を
「
附
則
第
七
条
第
十
一
項
各
号
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項

と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
附
則
第
七
条
第
九
項
各
号
」
を
「
附
則
第
七
条
第
十
項
各
号
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
附
則
第
七
条
第
八
項
各
号
」
を
「
附
則
第
七
条
第

九
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
中
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
一
項
ず

つ
繰
り
下
げ
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

市
長
は
、
法
附
則
第
十
五
条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
の
認
定
長
期
優
良
住
宅
の
う
ち
区
分

所
有
に
係
る
住
宅
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
申
告
書
の
提
出
が
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
長

期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
五
条
第
四

項
に
規
定
す
る
管
理
者
等
か
ら
、
法
附
則
第
十
五
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
施
行

規
則
附
則
第
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
書
類
の
提
出
が
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
区
分
所
有
に
係
る

住
宅
が
法
附
則
第
十
五
条
の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

附
則
第
十
一
条
の
見
出
し
中
「
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
」
を
「
令
和
六
年
度
か
ら

令
和
八
年
度
ま
で
」
に
改
め
る
。 
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附
則
第
十
一
条
の
二
の
見
出
し
中
「
令
和
四
年
度
又
は
令
和
五
年
度
」
を
「
令
和
七
年
度
又
は

令
和
八
年
度
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
令
和
四
年
度
分
又
は
令
和
五
年
度
分
」
を
「
令
和
七

年
度
分
又
は
令
和
八
年
度
分
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
令
和
四
年
度
適
用
土
地
又
は
令
和
四

年
度
類
似
適
用
土
地
」
を
「
令
和
七
年
度
適
用
土
地
又
は
令
和
七
年
度
類
似
適
用
土
地
」
に
、
「
令

和
五
年
度
分
」
を
「
令
和
八
年
度
分
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
十
二
条
の
見
出
し
中
「
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
」
を
「
令
和
六
年
度
か
ら

令
和
八
年
度
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
」
を
「
令

和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
」
に
改
め
、
「(

商
業
地
等
に
係
る
令
和
四
年
度
分
の
固
定
資
産

税
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
二
・
五)
」
及
び
「(

令
和
三
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
あ
つ
て
は
、
前

年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額)
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
令
和
四
年
度

分
及
び
令
和
五
年
度
分
」
を
「
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
」
に
改
め
、
同

条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
」
を
「
令
和
六
年
度
か
ら
令
和

八
年
度
ま
で
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
十
二
条
の
三
中
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
七
号
）

附
則
第
十
四
条
」
を
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
号
）
附
則

第
二
十
一
条
」
に
、
「
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
」
を
「
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年

度
ま
で
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
十
三
条
の
見
出
し
中
「
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
」
を
「
令
和
六
年
度
か
ら

令
和
八
年
度
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
中
「
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
」
を
「
令
和
六
年

度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
」
に
改
め
、
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
及
び
「(
令
和
三
年

度
分
の
固
定
資
産
税
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額)

」
を
削
る
。 

附
則
第
十
五
条
第
一
項
中
「
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
」
を
「
令
和
六
年
度
か
ら
令

和
八
年
度
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
九
年
三
月

三
十
一
日
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
十
六
条
の
三
第
三
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

五 

附
則
第
七
条
の
五
及
び
附
則
第
七
条
の
八
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条
の

五
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
八
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び

に
附
則
第
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

附
則
第
十
六
条
の
四
第
三
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

五 

附
則
第
七
条
の
五
及
び
附
則
第
七
条
の
八
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条
の

五
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
八
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び

に
附
則
第
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

附
則
第
十
七
条
第
三
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

五 

附
則
第
七
条
の
五
及
び
附
則
第
七
条
の
八
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条
の

2
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五
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
八
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び

に
附
則
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

附
則
第
十
八
条
第
五
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

五 

附
則
第
七
条
の
五
及
び
附
則
第
七
条
の
八
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条
の

五
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
八
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び

に
附
則
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

附
則
第
十
九
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

五 

附
則
第
七
条
の
五
及
び
附
則
第
七
条
の
八
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条
の

五
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
八
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び

に
附
則
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

附
則
第
二
十
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

五 

附
則
第
七
条
の
五
及
び
附
則
第
七
条
の
八
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条
の

五
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
八
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び

に
附
則
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

附
則
第
二
十
条
の
二
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

五 

附
則
第
七
条
の
五
及
び
附
則
第
七
条
の
八
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条
の

五
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
八
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び

に
附
則
第
二
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

附
則
第
二
十
条
の
二
第
五
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

五 

附
則
第
七
条
の
五
及
び
附
則
第
七
条
の
八
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条
の

五
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
八
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び

に
附
則
第
二
十
条
の
二
第
三
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

附
則
第
二
十
条
の
三
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

五 

附
則
第
七
条
の
五
及
び
附
則
第
七
条
の
八
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条
の

五
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
八
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び

に
附
則
第
二
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

附
則
第
二
十
条
の
三
第
五
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

五 

附
則
第
七
条
の
五
及
び
附
則
第
七
条
の
八
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条
の

五
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
八
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び

に
附
則
第
二
十
条
の
三
第
三
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

 
 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
固
定
資
産
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 
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第
二
条 

別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
宇
部
市
税
賦
課
徴
収

条
例
の
規
定
中
固
定
資
産
税
に
関
す
る
部
分
は
、
令
和
六
年
度
以
後
の
年
度
分
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
五
年
度
分
ま
で
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。 

２ 

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
た
に
取
得
さ
れ
た
地
方

税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
。
次
項
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。
）

附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
対
し
て
課

す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
受
け
た
旧
法
附
則
第

十
五
条
第
三
十
二
項
に
規
定
す
る
政
府
の
補
助
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
所
内
保
育

施
設
の
用
に
供
す
る
固
定
資
産
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。 
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表 

旧 

新 

（
市
民
税
の
減
免
） 

（
市
民
税
の
減
免
） 

第
五
十
一
条 

第
五
十
一
条 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
つ
て
市
民
税
の
減
免
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
は
、
納
期
限
ま
で
に
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
減
免
を
受
け
よ
う
と

す
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
長
が
、

当
該
者
が
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
か
つ
、
市
民
税
を
減
免
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り 

 

市
民
税
の
減
免
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
は
、
納
期
限
ま
で
に
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
減
免
を
受
け
よ
う
と

す
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
長
が
、

当
該
者
が
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
か
つ
、
市
民
税
を
減
免
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
市
民
税
の
減
免
を
受

け
た
者
は
、
そ
の
事
由
が
消
滅
し
た
場
合
に
お
い

て
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
市
長
に
申
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り 

 

市
民
税
の
減
免
を
受

け
た
者
は
、
そ
の
事
由
が
消
滅
し
た
場
合
に
は 

 
 

 
 
 
 

、
直
ち
に
そ
の
旨
を
市
長
に
申
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

（
固
定
資
産
税
の
減
免
） 

（
固
定
資
産
税
の
減
免
） 

第
七
十
一
条 

第
七
十
一
条 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
つ
て
固
定
資
産
税
の
減
免
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
納
期
限
ま
で
に
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
そ
の
減
免
を

受
け
よ
う
と
す
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付

し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
市
長
が
、
当
該
者
が
所
有
す
る
固
定
資
産
が

前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
り
、
か
つ
、
固
定
資
産
税
を
減
免
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り 

 

固
定
資
産
税
の
減
免
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
納
期
限
ま
で
に
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
そ
の
減
免
を

受
け
よ
う
と
す
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付

し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
市
長
が
、
当
該
者
が
所
有
す
る
固
定
資
産
が

同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
り
、
か
つ
、
固
定
資
産
税
を
減
免
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
固
定
資
産
税
の
減
免

を
受
け
た
者
は
、
そ
の
事
由
が
消
滅
し
た
場
合
に

お
い
て
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
市
長
に
申
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り 

 

固
定
資
産
税
の
減
免

を
受
け
た
者
は
、
そ
の
事
由
が
消
滅
し
た
場
合
に

は 
 
 
 
 
 

、
直
ち
に
そ
の
旨
を
市
長
に
申
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
特
別
土
地
保
有
税
の
減
免
） 

（
特
別
土
地
保
有
税
の
減
免
） 

第
百
三
十
九
条
の
三 

第
百
三
十
九
条
の
三 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
つ
て
特
別
土
地
保
有
税
の
減

免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
納
期
限
ま
で
に
、

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り 

 

特
別
土
地
保
有
税
の
減

免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
納
期
限
ま
で
に
、
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次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
そ
の
減

免
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類
を

添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
市
長
が
、
当
該
者
が
所
有
し
、
又
は
取

得
す
る
土
地
が
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
か
つ
、
特
別
土
地
保

有
税
を
減
免
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
そ
の
減

免
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類
を

添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
市
長
が
、
当
該
者
が
所
有
し
、
又
は
取

得
す
る
土
地
が
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
か
つ
、
特
別
土
地
保

有
税
を
減
免
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
特
別
土
地
保
有
税
の

減
免
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
事
由
が
消
滅
し
た
場

合
に
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
市
長
に
申
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り 

 

特
別
土
地
保
有
税
の

減
免
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
事
由
が
消
滅
し
た
場

合
に
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
市
長
に
申
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

附 

則 

附 

則 

（
寄
附
金
税
額
控
除
に
お
け
る
特
例
控
除
額
の
特

例
） 

（
寄
附
金
税
額
控
除
に
お
け
る
特
例
控
除
額
の
特

例
） 

第
七
条
の
四 

第
七
条
の
四 

 

（
令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
の
特
別
税
額
控

除
） 

第
七
条
の
五 

令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に

限
り
、
法
附
則
第
五
条
の
八
第
四
項
及
び
第
五
項

に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
市
民
税

に
係
る
令
和
六
年
度
分
特
別
税
額
控
除
額
を
、
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
千
八
百
五
万
円
以
下
で
あ

る
所
得
割
の
納
税
義
務
者
（
次
条
及
び
附
則
第
七

条
の
七
に
お
い
て
「
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義

務
者
」
と
い
う
。
）
の
第
三
十
四
条
の
三
、
第
三

十
四
条
の
六
か
ら
第
三
十
四
条
の
九
ま
で
、
附
則

第
五
条
第
二
項
、
附
則
第
七
条
第
一
項
、
附
則
第

七
条
の
三
の
二
第
一
項
、
前
条
及
び
附
則
第
九
条

の
二
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か

ら
控
除
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第

三
十
四
条
の
七
第
二
項
、
第
四
十
七
条
の
五
第
一

項
及
び
前
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三

十
四
条
の
七
第
二
項
及
び
前
条
中
「
附
則
第
五
条

の
六
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
条
の
六

第
二
項
及
び
第
五
条
の
八
第
六
項
」
と
、
第
四
十

七
条
の
五
第
一
項
中
「
課
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
附
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則
第
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も

の
と
し
た
場
合
に
課
す
べ
き
」
と
、
「
の
前
々
年

中
」
と
あ
る
の
は
「
の
同
項
の
規
定
の
適
用
が
な

い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
前
々
年
中
」
と
、

「
、
前
々
年
中
」
と
あ
る
の
は
「
、
附
則
第
七
条

の
五
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た

場
合
に
お
け
る
前
々
年
中
」
と
す
る
。 

 

（
令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
の
納
税
通
知
書

に
関
す
る
特
例
） 

第
七
条
の
六 

令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に

限
り
、
個
人
の
市
民
税
の
納
税
通
知
書
に
記
載
す

べ
き
各
納
期
の
納
付
額
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
一

条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。 

一 
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
特
別
税

額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税

の
額
（
前
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も

の
と
し
た
場
合
に
算
出
さ
れ
る
普
通
徴
収
に
係

る
個
人
の
市
民
税
の
額
を
い
う
。
）
、
特
別
税

額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
県
民
税

の
額
（
法
附
則
第
五
条
の
八
第
一
項
及
び
第
二

項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に

算
出
さ
れ
る
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
県
民
税

の
額
を
い
う
。
）
及
び
普
通
徴
収
に
係
る
森
林

環
境
税
の
額
の
合
算
額
（
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
「
特
別
税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個

人
の
住
民
税
の
額
」
と
い
う
。
）
か
ら
そ
の
者

の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
、
普

通
徴
収
に
係
る
個
人
の
県
民
税
の
額
及
び
普
通

徴
収
に
係
る
森
林
環
境
税
の
額
の
合
算
額
を
控

除
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
普
通
徴

収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除

額
」
と
い
う
。
）
が
そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除

前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
住
民
税
の
額
を

四
で
除
し
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額
に
千
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は
当
該
金
額
の
全

額
が
千
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金

額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
。
以
下
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こ
の
項
に
お
い
て
「
分
割
金
額
」
と
い
う
。
）

に
三
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
そ
の
者
の
特
別
税

額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
住
民
税

の
額
か
ら
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
一
期
分
金
額
」

と
い
う
。
）
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
当
該
納

税
通
知
書
に
記
載
す
べ
き
各
納
期
の
納
付
額

は
、
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
期
の

納
期
（
以
下
こ
の
項
、
次
項
及
び
次
条
第
一
項

に
お
い
て
「
第
一
期
納
期
」
と
い
う
。
）
に
お

い
て
は
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
か
ら
そ
の
者

の
普
通
徴
収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税

額
控
除
額
を
控
除
し
た
額
と
し
、
そ
の
他
の
そ

れ
ぞ
れ
の
納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金

額
と
す
る
。 

二 
特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
普
通
徴

収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額

が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
以
上
で
あ
り
、
か

つ
、
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分

割
金
額
と
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

当
該
納
税
通
知
書
に
記
載
す
べ
き
各
納
期
の
納

付
額
は
、
第
一
期
納
期
に
お
い
て
は
な
い
も
の

と
し
、
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
二
期

の
納
期
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お

い
て
「
第
二
期
納
期
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て

は
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割

金
額
と
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者
の
普
通
徴
収
の

個
人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控

除
し
た
額
と
し
、
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す

る
第
三
期
の
納
期
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第

三
期
納
期
」
と
い
う
。
）
及
び
同
条
第
一
項
に

規
定
す
る
第
四
期
の
納
期
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
第
四
期
納
期
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て

は
そ
の
者
の
分
割
金
額
と
す
る
。 

三 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
普
通
徴

収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額

が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割

金
額
と
の
合
計
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
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者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割
金
額
に

二
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
の
合
計
額
に
満
た
な

い
場
合
に
は
、
当
該
納
税
通
知
書
に
記
載
す
べ

き
各
納
期
の
納
付
額
は
、
第
一
期
納
期
及
び
第

二
期
納
期
に
お
い
て
は
な
い
も
の
と
し
、
第
三

期
納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額

と
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
二
を
乗
じ
て
得
た
金

額
と
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者
の
普
通
徴
収
の
個

人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除

し
た
額
と
し
、
第
四
期
納
期
に
お
い
て
は
そ
の

者
の
分
割
金
額
と
す
る
。 

四 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
普
通
徴

収
の
個
人
の
住
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額

が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
分
割

金
額
に
二
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
の
合
計
額
以

上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
納
税
通
知
書
に
記

載
す
べ
き
各
納
期
の
納
付
額
は
、
第
一
期
納
期
、

第
二
期
納
期
及
び
第
三
期
納
期
に
お
い
て
は
な

い
も
の
と
し
、
第
四
期
納
期
に
お
い
て
は
そ
の

者
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
、

普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
県
民
税
の
額
及
び
普

通
徴
収
に
係
る
森
林
環
境
税
の
額
の
合
算
額
と

す
る
。 

２ 

令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
（
第
一
期
納

期
か
ら
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
普
通

徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ

た
も
の
を
除
く
。
）
を
同
項
の
規
定
に
よ
り
普
通

徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
前
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

 

（
令
和
六
年
度
分
の
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係

る
個
人
の
市
民
税
に
関
す
る
特
例
） 

第
七
条
の
七 

令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に

限
り
、
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
べ
き
公
的
年

金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
（
第
三

項
に
お
い
て
「
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
の
個

人
の
市
民
税
」
と
い
う
。
）
の
額
及
び
同
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
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収
す
べ
き
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
個
人

の
市
民
税
の
額
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。 

一 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
特
別
税

額
控
除
前
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税

の
額
（
附
則
第
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の
適

用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
算
出
さ
れ
る
第

四
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
前
年
中
の

公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及

び
均
等
割
額
（
こ
れ
と
併
せ
て
賦
課
徴
収
を
行

う
森
林
環
境
税
額
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
及
び

第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
合
算
額
（
以
下

こ
の
号
及
び
第
五
号
に
お
い
て
「
年
金
所
得
に

係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
合
算
額
」
と

い
う
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
三
項

第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
そ
の
者
の
年

金
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
合

算
額
を
控
除
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三

項
に
お
い
て
「
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民

税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
」
と
い
う
。
）
が

そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係

る
個
人
の
市
民
税
の
額
（
特
別
税
額
控
除
前
の

年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
か
ら
特

別
税
額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係
る
個
人
の
市

民
税
の
額
（
特
別
税
額
控
除
前
の
年
金
所
得
に

係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
の
二
分
の
一
に
相
当

す
る
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
二
で
除
し
て
得
た
金
額

（
当
該
金
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

き
、
又
は
当
該
金
額
の
全
額
が
千
円
未
満
で
あ

る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を

切
り
捨
て
た
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第

二
期
分
金
額
」
と
い
う
。
）
を
そ
の
者
の
特
別

税
額
控
除
前
の
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民

税
の
額
か
ら
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
一
期
分
金
額
」

と
い
う
。
）
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
第
一
期
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納
期
及
び
第
二
期
納
期
に
普
通
徴
収
の
方
法
に

よ
つ
て
徴
収
す
べ
き
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得

に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
普
通
徴
収
対
象
税
額
」
と
い
う
。
）

並
び
に
第
四
十
七
条
の
三
に
規
定
す
る
特
別
徴

収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
を
す
る
際
、
特
別
徴

収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴
収
す
べ
き
公
的
年
金
等

に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
（
以

下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
特
別
徴
収

対
象
税
額
」
と
い
う
。
）
は
、
第
一
期
納
期
に

お
い
て
は
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
か
ら
そ
の

者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る

特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す

る
税
額
、
第
二
期
納
期
に
お
い
て
は
そ
の
者
の

第
二
期
分
金
額
に
相
当
す
る
税
額
、
当
該
年
度

の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
月
一
日
か
ら
十
一
月

三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
特
別

税
額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民

税
の
額
を
三
で
除
し
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額

に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は
当
該

金
額
の
全
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ

の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り
捨
て
た
金

額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
分
割
金
額
」
と

い
う
。
）
に
二
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
そ
の
者

の
特
別
税
額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係
る
個
人

の
市
民
税
の
額
か
ら
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す

る
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
十
月
分
金

額
」
と
い
う
。
）
に
相
当
す
る
税
額
、
同
年
十

二
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す

る
税
額
と
す
る
。 

二 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所

得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控

除
額
が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
以
上
で
あ

り
、
か
つ
、
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の

者
の
第
二
期
分
金
額
と
の
合
計
額
に
満
た
な
い

場
合
に
は
、
普
通
徴
収
対
象
税
額
及
び
特
別
徴

収
対
象
税
額
は
、
第
一
期
納
期
に
お
け
る
税
額
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は
な
い
も
の
と
し
、
第
二
期
納
期
に
お
い
て
は

そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の
第
二
期

分
金
額
と
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得

に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除

額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
税
額
、
当
該

年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
月
一
日
か
ら
十

一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の

十
月
分
金
額
に
相
当
す
る
税
額
、
同
年
十
二
月

一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税

額
と
す
る
。 

三 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所

得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控

除
額
が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
と
そ
の
者
の

第
二
期
分
金
額
と
の
合
計
額
以
上
で
あ
り
、
か

つ
、
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第

二
期
分
金
額
及
び
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
の
合

計
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
普
通
徴
収
対
象

税
額
及
び
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
第
一
期
納

期
及
び
第
二
期
納
期
に
お
け
る
税
額
は
な
い
も

の
と
し
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十

月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い

て
は
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第

二
期
分
金
額
及
び
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
の
合

計
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の

市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た

残
額
に
相
当
す
る
税
額
、
同
年
十
二
月
一
日
か

ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て

は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す

る
。 

四 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所

得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控

除
額
が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
、
そ
の
者
の

第
二
期
分
金
額
及
び
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
の

合
計
額
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
者
の
第
一

期
分
金
額
、
そ
の
者
の
第
二
期
分
金
額
、
そ
の

者
の
十
月
分
金
額
及
び
そ
の
者
の
分
割
金
額
の

合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
普
通
徴
収
対
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象
税
額
及
び
特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
第
一
期

納
期
及
び
第
二
期
納
期
並
び
に
当
該
年
度
の
初

日
の
属
す
る
年
の
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十

日
ま
で
の
間
に
お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と

し
、
同
年
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
一
期

分
金
額
、
そ
の
者
の
第
二
期
分
金
額
、
そ
の
者

の
十
月
分
金
額
及
び
そ
の
者
の
分
割
金
額
の
合

計
額
か
ら
そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の

市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た

残
額
に
相
当
す
る
税
額
、
同
年
二
月
一
日
か
ら

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者

の
分
割
金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。 

五 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所

得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控

除
額
が
そ
の
者
の
第
一
期
分
金
額
、
そ
の
者
の

第
二
期
分
金
額
、
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
及
び

そ
の
者
の
分
割
金
額
の
合
計
額
以
上
で
あ
る
場

合
に
は
、
普
通
徴
収
対
象
税
額
及
び
特
別
徴
収

対
象
税
額
は
、
第
一
期
納
期
及
び
第
二
期
納
期

並
び
に
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
月

一
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と
し
、
同
年
二
月
一

日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は

そ
の
者
の
年
金
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均

等
割
額
の
合
算
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第

四
十
七
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

条
第
二
項
中
「
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額

を
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
月
一
日
か

ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
当

該
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
に
係
る
特
別
徴
収

対
象
年
金
給
付
の
支
払
の
回
数
で
除
し
て
得
た

額
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
七
条
の
七
第
一
項

各
号
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴

収
す
べ
き
額
」
と
す
る
。 

３ 

令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
年

金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
の
個
人
の
市
民
税
の
額
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（
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所

得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控

除
額
が
そ
の
者
の
特
別
税
額
控
除
前
の
特
別
徴

収
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額
（
特
別
税
額
控

除
前
の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
額

か
ら
第
四
十
七
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
年

金
所
得
に
係
る
仮
特
別
徴
収
税
額
を
控
除
し
た

額
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
三
で
除
し
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額
に
百
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は
当
該
金
額
の

全
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数

金
額
又
は
そ
の
全
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
分
割
金
額
」
と
い
う
。
）

に
二
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
そ
の
者
の
特
別
税

額
控
除
前
の
特
別
徴
収
に
係
る
個
人
の
市
民
税

の
額
か
ら
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
十
月
分
金
額
」
と

い
う
。
）
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
特
別
徴
収

対
象
税
額
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年

の
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に

お
い
て
は
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
か
ら
そ
の
者

の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特

別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る

税
額
、
同
年
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割

金
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す
る
。 

二 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所

得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控

除
額
が
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
以
上
で
あ
り
、

か
つ
、
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
と
そ
の
者
の
分

割
金
額
と
の
合
計
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の

属
す
る
年
の
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま

で
の
間
に
お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と
し
、
同

年
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
と

3
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そ
の
者
の
分
割
金
額
と
の
合
計
額
か
ら
そ
の
者

の
年
金
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特

別
税
額
控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る

税
額
、
同
年
二
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
分
割
金
額
に
相

当
す
る
税
額
と
す
る
。 

三 

特
別
税
額
控
除
対
象
納
税
義
務
者
の
年
金
所

得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
に
係
る
特
別
税
額
控

除
額
が
そ
の
者
の
十
月
分
金
額
と
そ
の
者
の
分

割
金
額
と
の
合
計
額
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、

特
別
徴
収
対
象
税
額
は
、
当
該
年
度
の
初
日
の

属
す
る
年
の
十
月
一
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
税
額
は
な
い
も
の
と

し
、
同
年
二
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
お
い
て
は
そ
の
者
の
第
四
十
七
条
の
五

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
四

十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
年
金
所
得
に

係
る
特
別
徴
収
税
額
に
相
当
す
る
税
額
と
す

る
。 

４ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第

四
十
七
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

条
第
二
項
中
「
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額

を
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
十
月
一
日
か

ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
当

該
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
に
係
る
特
別
徴
収

対
象
年
金
給
付
の
支
払
の
回
数
で
除
し
て
得
た

額
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
七
条
の
七
第
三
項

各
号
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
つ
て
徴

収
す
べ
き
額
」
と
す
る
。 

５ 

令
和
六
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
つ
き
第
四

十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合

に
つ
い
て
は
、
前
各
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

 

（
令
和
七
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
の
特
別
税
額
控

除
） 

第
七
条
の
八 

令
和
七
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
に

限
り
、
法
附
則
第
五
条
の
十
二
第
三
項
及
び
第
四

項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
市
民

税
に
係
る
令
和
七
年
度
分
特
別
税
額
控
除
額
を
、
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同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
別
税
額
控
除
対
象
納

税
義
務
者
の
第
三
十
四
条
の
三
、
第
三
十
四
条
の

六
か
ら
第
三
十
四
条
の
九
ま
で
、
附
則
第
五
条
第

二
項
、
附
則
第
七
条
第
一
項
、
附
則
第
七
条
の
三

の
二
第
一
項
、
附
則
第
七
条
の
四
及
び
附
則
第
九

条
の
二
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額

か
ら
控
除
す
る
。 

（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に
係
る
市
民
税

の
課
税
の
特
例
） 

（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に
係
る
市
民
税

の
課
税
の
特
例
） 

第
八
条 

第
八
条 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
各
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税

に
限
り
、
法
附
則
第
六
条
第
五
項
に
規
定
す
る
場

合
に
お
い
て
、
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
申
告
書
に
肉
用
牛
の
売
却
に
係
る
租
税
特

別
措
置
法
第
二
十
五
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す

る
事
業
所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
の
記
載
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
者
の
前
年
の
総
所
得
金
額
に
係

る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
は
、
第
三
十
三
条
か
ら

第
三
十
四
条
の
三
ま
で
、
第
三
十
四
条
の
六
か
ら

第
三
十
四
条
の
八
ま
で
、
附
則
第
七
条
第
一
項
、

附
則
第
七
条
の
三
第
一
項
、
附
則
第
七
条
の
三
の

二
第
一
項
及
び
前
条 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
法
附
則
第
六
条
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る

金
額
の
合
計
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
各
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税

に
限
り
、
法
附
則
第
六
条
第
五
項
に
規
定
す
る
場

合
に
お
い
て
、
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
申
告
書
に
肉
用
牛
の
売
却
に
係
る
租
税
特

別
措
置
法
第
二
十
五
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す

る
事
業
所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
の
記
載
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
者
の
前
年
の
総
所
得
金
額
に
係

る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
は
、
第
三
十
三
条
か
ら

第
三
十
四
条
の
三
ま
で
、
第
三
十
四
条
の
六
か
ら

第
三
十
四
条
の
八
ま
で
、
附
則
第
七
条
第
一
項
、

附
則
第
七
条
の
三
第
一
項
、
附
則
第
七
条
の
三
の

二
第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
四
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
法
附
則
第
六
条
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る

金
額
の
合
計
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第

三
十
四
条
の
九
第
一
項 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項

 
 

 
 

 
 

 
 

中
「
前
三
条
」
と
あ
る
の
は

、
「
前
三
条
並
び
に
附
則
第
八
条
第
二
項
」
と
す

る
則
第
七
条
の
五
第
一
項
中
「
前
条
及
び
」
と
あ

る
の
は
「
前
条
、
附
則
第
八
条
第
二
項
及
び
」
と

、
前
条
中
「
附
則
第
七
条
の
四
及
び
」
と
あ
る
の

は
「
附
則
第
七
条
の
四
、
次
条
第
二
項
及
び
」
と

す
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第

三
十
四
条
の
九
第
一
項
、
附
則
第
七
条
の
五
第
一

項
及
び
前
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三

十
四
条
の
九
第
一
項
中
「
前
三
条
」
と
あ
る
の
は

「
前
三
条 

並
び
に
附
則
第
八
条
第
二
項
」
と
、

附
則
第
七
条
の
五
第
一
項
中
「
前
条
及
び
」
と
あ

る
の
は
「
前
条
、
附
則
第
八
条
第
二
項
及
び
」
と

、
前
条
中
「
附
則
第
七
条
の
四
及
び
」
と
あ
る
の

は
「
附
則
第
七
条
の
四
、
次
条
第
二
項
及
び
」
と

す
る
。 

（
法
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
等
の
条
例
で
定

め
る
割
合
） 

（
法
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
等
の
条
例
で
定

め
る
割
合
） 

第
十
条
の
二 

第
十
条
の
二 

１２ 

１２ 

4
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１３ 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
二
号
に
規

定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
条
例
で

定
め
る
割
合
は
、
七
分
の
六
と
す
る
。 

１３ 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
二
号
イ
に

規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
条
例

で
定
め
る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。 

１４ 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
三
号
イ
に

規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
条
例

で
定
め
る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。 

１４ 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
二
号
ロ
に

規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
条
例

で
定
め
る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。 

１５ 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
三
号
ロ
に

規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
条
例

で
定
め
る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。 

１５ 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
二
号
ハ
に

規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
条
例

で
定
め
る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。 

１６ 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
三
号
ハ
に

規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
条
例

で
定
め
る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。 

１６ 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
三
号
イ
に

規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
条
例

で
定
め
る
割
合
は
、
二
分
の
一
と
す
る
。 

１７ 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
四
号
イ
に

規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
条
例

で
定
め
る
割
合
は
、
二
分
の
一
と
す
る
。 

１７ 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
三
号
ロ
に

規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
条
例

で
定
め
る
割
合
は
、
二
分
の
一
と
す
る
。 

１８ 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
四
号
ロ
に

規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
条
例

で
定
め
る
割
合
は
、
二
分
の
一
と
す
る
。 

１８ 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
三
号
ハ
に

規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
条
例

で
定
め
る
割
合
は
、
二
分
の
一
と
す
る
。 

１９ 

法
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
第
四
号
ハ
に

規
定
す
る
設
備
に
つ
い
て
同
号
に
規
定
す
る
条
例

で
定
め
る
割
合
は
、
二
分
の
一
と
す
る
。 

１９ 

２０ 

２０ 

法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
に
規
定
す
る

条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
二
分
の
一
と
す
る
。 

 

２１ 

法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
に
規
定
す
る

条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
三
分
の
二
と
す
る
。 

２１ 

法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
に
規
定
す
る

条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
三
分
の
二
と
す
る
。 

２２ 

法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
八
項
に
規
定
す
る

条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
三
分
の
二
と
す
る
。 

２２ 

法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
七
項
に
規
定
す
る

条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
三
分
の
二
と
す
る
。 

２３ 

法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
二
項
に
規
定
す
る

条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
三
分
の
一
と
す
る
。 

２３ 

法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
一
項
に
規
定
す
る

条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
三
分
の
一
と
す
る
。 

２４ 

法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
三
項
に
規
定
す
る

条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。 

２４ 

法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
二
項
に
規
定
す
る

条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。 

（
新
築
住
宅
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
の
規

定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
す
べ
き
申
告
） 

（
新
築
住
宅
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
の
規

定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
す
べ
き
申
告
） 

第
十
条
の
三 

第
十
条
の
三 

２ 

２ 
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３ 

市
長
は
、
法
附
則
第
十
五
条
の
七
第
一
項
又
は

第
二
項
の
認
定
長
期
優
良
住
宅
の
う
ち
区
分
所
有

に
係
る
住
宅
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
申
告
書
の
提

出
が
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
長
期
優
良
住

宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年

法
律
第
八
十
七
号
）
第
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る

管
理
者
等
か
ら
、
法
附
則
第
十
五
条
の
七
第
三
項

に
規
定
す
る
期
間
内
に
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第

四
項
に
規
定
す
る
書
類
の
提
出
が
さ
れ
、
か
つ
、

当
該
区
分
所
有
に
係
る
住
宅
が
法
附
則
第
十
五
条

の
七
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
要
件
に
該

当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定

を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

４ 

４ 

５ 

５ 

６ 

６ 

７ 

７ 

８ 

８ 

法
附
則
第
十
五
条
の
九
第
四
項
の
高
齢
者
等
居

住
改
修
住
宅
又
は
同
条
第
五
項
の
高
齢
者
等
居
住

改
修
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適

用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
条
第
四
項
に
規

定
す
る
居
住
安
全
改
修
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら

三
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申

告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
八
項
各
号
に
掲

げ
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

９ 

法
附
則
第
十
五
条
の
九
第
四
項
の
高
齢
者
等
居

住
改
修
住
宅
又
は
同
条
第
五
項
の
高
齢
者
等
居
住

改
修
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適

用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
条
第
四
項
に
規

定
す
る
居
住
安
全
改
修
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら

三
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申

告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
九
項
各
号
に
掲

げ
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

９ 

法
附
則
第
十
五
条
の
九
第
九
項
の
熱
損
失
防
止

改
修
等
住
宅
又
は
同
条
第
十
項
の
熱
損
失
防
止
改

修
等
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適

用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
条
第
九
項
に
規

定
す
る
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
が
完
了
し
た
日

か
ら
三
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
九
項
各
号

に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

１０

 

法
附
則
第
十
五
条
の
九
第
九
項
の
熱
損
失
防
止

改
修
等
住
宅
又
は
同
条
第
十
項
の
熱
損
失
防
止
改

修
等
専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適

用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
条
第
九
項
に
規

定
す
る
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
が
完
了
し
た
日

か
ら
三
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
十
項
各
号

に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 
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１０ 
法
附
則
第
十
五
条
の
九
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
特
定
耐
震
基
準
適
合
住
宅
に
つ
い
て
、
同
項

の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該

特
定
耐
震
基
準
適
合
住
宅
に
係
る
耐
震
改
修
が
完

了
し
た
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第

十
項
各
号
に
規
定
す
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

１１ 

法
附
則
第
十
五
条
の
九
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
特
定
耐
震
基
準
適
合
住
宅
に
つ
い
て
、
同
項

の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該

特
定
耐
震
基
準
適
合
住
宅
に
係
る
耐
震
改
修
が
完

了
し
た
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第

十
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

１１ 

法
附
則
第
十
五
条
の
九
の
二
第
四
項
に
規
定

す
る
特
定
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅
又
は
同
条
第

五
項
に
規
定
す
る
特
定
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅

専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
附
則
第
十
五
条
の
九

第
九
項
に
規
定
す
る
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
が

完
了
し
た
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
七
条

第
十
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

１２ 

法
附
則
第
十
五
条
の
九
の
二
第
四
項
に
規
定

す
る
特
定
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅
又
は
同
条
第

五
項
に
規
定
す
る
特
定
熱
損
失
防
止
改
修
等
住
宅

専
有
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
附
則
第
十
五
条
の
九

第
九
項
に
規
定
す
る
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
等
が

完
了
し
た
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
七
条

第
十
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
市
長

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

１２ 

法
附
則
第
十
五
条
の
九
の
三
第
一
項
に
規
定

す
る
特
定
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
区
分
所
有
に
係
る

家
屋
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
当
該
特
定
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る

同
項
に
規
定
す
る
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら
三
月

以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書

に
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
十
六
項
各
号
に
掲
げ

る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

１３ 

法
附
則
第
十
五
条
の
九
の
三
第
一
項
に
規
定

す
る
特
定
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
区
分
所
有
に
係
る

家
屋
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
当
該
特
定
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る

同
項
に
規
定
す
る
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら
三
月

以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書

に
施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
十
七
項
各
号
に
掲
げ

る
書
類
を
添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

１３ 

法
附
則
第
十
五
条
の
十
第
一
項
の
耐
震
基
準

適
合
家
屋
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
耐
震
基
準
適
合
家
屋

に
係
る
耐
震
改
修
が
完
了
し
た
日
か
ら
三
月
以
内

に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施

行
規
則
附
則
第
七
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
補
助

に
係
る
補
助
金
確
定
通
知
書
の
写
し
、
建
築
物
の

耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法

律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
又
は
附
則
第
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
写
し
及
び
当
該
耐
震

改
修
後
の
家
屋
が
令
附
則
第
十
二
条
第
十
九
項
に

１４ 

法
附
則
第
十
五
条
の
十
第
一
項
の
耐
震
基
準

適
合
家
屋
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
耐
震
基
準
適
合
家
屋

に
係
る
耐
震
改
修
が
完
了
し
た
日
か
ら
三
月
以
内

に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施

行
規
則
附
則
第
七
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
補
助

に
係
る
補
助
金
確
定
通
知
書
の
写
し
、
建
築
物
の

耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法

律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
又
は
附
則
第
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
写
し
及
び
当
該
耐
震

改
修
後
の
家
屋
が
令
附
則
第
十
二
条
第
十
九
項
に
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規
定
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
証
す
る
書
類
を

添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

規
定
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
証
す
る
書
類
を

添
付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

五 

施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
十
七
項
に
規
定
す

る
補
助
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
当
該
耐
震
基

準
適
合
家
屋
に
係
る
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用 

五 

施
行
規
則
附
則
第
七
条
第
十
八
項
に
規
定
す

る
補
助
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
当
該
耐
震
基

準
適
合
家
屋
に
係
る
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用 

１４ 

１５ 

（
土
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五

年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
特
例
に
関

す
る
用
語
の
意
義
） 

（
土
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八

年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
特
例
に
関

す
る
用
語
の
意
義
） 

第
十
一
条 

第
十
一
条 

（
令
和
四
年
度
又
は
令
和
五
年
度
に
お
け
る
土
地
の

価
格
の
特
例
） 

（
令
和
七
年
度
又
は
令
和
八
年
度
に
お
け
る
土
地
の

価
格
の
特
例
） 

第
十
一
条
の
二 

市
の
区
域
内
の
自
然
的
及
び
社
会

的
条
件
か
ら
み
て
類
似
の
利
用
価
値
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
地
域
に
お
い
て
地
価
が
下
落
し
、
か

つ
、
市
長
が
土
地
の
修
正
前
の
価
格
（
法
附
則
第

十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
修
正
前
の
価
格

を
い
う
。
）
を
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
と
す
る
こ
と
が
固
定
資
産
税
の
課
税
上
著

し
く
均
衡
を
失
す
る
と
認
め
る
場
合
に
お
け
る
当

該
土
地
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
は
、
第
六
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令

和
四
年
度
分
又
は
令
和
五
年
度
分
の
固
定
資
産
税

に
限
り
、
当
該
土
地
の
修
正
価
格
（
法
附
則
第
十

七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
修
正
価
格
を
い

う
。
）
で
土
地
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ
れ
た
も
の

と
す
る
。 

第
十
一
条
の
二 

市
の
区
域
内
の
自
然
的
及
び
社
会

的
条
件
か
ら
み
て
類
似
の
利
用
価
値
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
地
域
に
お
い
て
地
価
が
下
落
し
、
か

つ
、
市
長
が
土
地
の
修
正
前
の
価
格
（
法
附
則
第

十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
修
正
前
の
価
格

を
い
う
。
）
を
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
と
す
る
こ
と
が
固
定
資
産
税
の
課
税
上
著

し
く
均
衡
を
失
す
る
と
認
め
る
場
合
に
お
け
る
当

該
土
地
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
は
、
第
六
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令

和
七
年
度
分
又
は
令
和
八
年
度
分
の
固
定
資
産
税

に
限
り
、
当
該
土
地
の
修
正
価
格
（
法
附
則
第
十

七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
修
正
価
格
を
い

う
。
）
で
土
地
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ
れ
た
も
の

と
す
る
。 

２ 

法
附
則
第
十
七
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
令

和
四
年
度
適
用
土
地
又
は
令
和
四
年
度
類
似
適
用

土
地
で
あ
つ
て
、
令
和
五
年
度
分
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と

と
な
る
も
の
に
対
し
て
課
す
る
同
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
第
六
十
一
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
修
正
さ
れ
た
価
格
（
法
附
則
第
十

七
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
修
正
さ
れ
た
価
格

を
い
う
。
）
で
土
地
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ
れ
た

も
の
と
す
る
。 

２ 

法
附
則
第
十
七
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
令

和
七
年
度
適
用
土
地
又
は
令
和
七
年
度
類
似
適
用

土
地
で
あ
つ
て
、
令
和
八
年
度
分
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と

と
な
る
も
の
に
対
し
て
課
す
る
同
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
第
六
十
一
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
修
正
さ
れ
た
価
格
（
法
附
則
第
十

七
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
修
正
さ
れ
た
価
格

を
い
う
。
）
で
土
地
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ
れ
た

も
の
と
す
る
。 
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（
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和

五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
特
例
） 

（
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和

八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
特
例
） 

第
十
二
条 
宅
地
等
に
係
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和

五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
額

は
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資

産
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
の
当
該
年
度
分
の
固
定

資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税

標
準
額
に
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
当

該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
の
二
の
規
定
の
適
用

を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
価
格
に

同
条
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
百
分
の
五
（
商
業
地
等

に
係
る
令
和
四
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
あ
つ
て

は
、
百
分
の
二
・
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算

し
た
額
（
令
和
三
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
あ
つ

て
は
、
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
）

（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十

五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ

ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当

該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る

固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
宅
地
等
調
整
固
定
資
産

税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該

宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。 

第
十
二
条 

宅
地
等
に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和

八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
額

は
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資

産
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
の
当
該
年
度
分
の
固
定

資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税

標
準
額
に
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
当

該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
の
二
の
規
定
の
適
用

を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
価
格
に

同
条
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
百
分
の
五
（
商
業
地
等

に
係
る
令
和
四
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
あ
つ
て

は
、
百
分
の
二
・
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算

し
た
額
（
令
和
三
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
あ
つ

て
は
、
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
）

（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十

五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ

ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当

該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る

固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
宅
地
等
調
整
固
定
資
産

税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該

宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
に
係

る
令
和
四
年
度
分
及
び
令
和
五
年
度
分 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
宅
地

等
調
整
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
商
業
地
等
に
係

る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な

る
べ
き
価
格
に
十
分
の
六
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当

該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十
五

条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
に
係

る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度

分
の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
宅
地

等
調
整
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
商
業
地
等
に
係

る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な

る
べ
き
価
格
に
十
分
の
六
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当

該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十
五

条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
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ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当

該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税

の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け

る
固
定
資
産
税
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
同
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額
と
す

る
。 

ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当

該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税

の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け

る
固
定
資
産
税
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
同
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額
と
す

る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
に
係

る
令
和
四
年
度
分
及
び
令
和
五
年
度
分 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
宅
地

等
調
整
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
に
係
る

当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る

べ
き
価
格
に
十
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該

宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十
五
条
か

ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規

定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地

等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資

産
税
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
に
係

る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度

分
の
宅
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
は
、
当
該
宅
地

等
調
整
固
定
資
産
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
に
係
る

当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る

べ
き
価
格
に
十
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該

宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十
五
条
か

ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規

定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地

等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資

産
税
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
当
該
固
定
資
産
税
額
と
す
る
。 

４ 

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度

の
負
担
水
準
が
〇
・
六
以
上
〇
・
七
以
下
の
も
の

に
係
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各

年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
額
は
、
第
一
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
分

の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税

の
課
税
標
準
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分

の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の

三
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き

は
、
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
に

こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）

を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資

産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に

お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
商
業
地
等
据
置

固
定
資
産
税
額
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。 

４ 

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度

の
負
担
水
準
が
〇
・
六
以
上
〇
・
七
以
下
の
も
の

に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各

年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
額
は
、
第
一
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度
分

の
固
定
資
産
税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税

の
課
税
標
準
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分

の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の

三
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き

は
、
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
に

こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）

を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資

産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に

お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以
下
「
商
業
地
等
据
置

固
定
資
産
税
額
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。 
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５ 
商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度

の
負
担
水
準
が
〇
・
七
を
超
え
る
も
の
に
係
る
令

和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

固
定
資
産
税
の
額
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固

定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
十
分

の
七
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該

年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十

九
条
の
三
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の

三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ

る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る

率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る

当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る

べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額

（
以
下
「
商
業
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
」
と
い

う
。
）
と
す
る
。 

５ 

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度

の
負
担
水
準
が
〇
・
七
を
超
え
る
も
の
に
係
る
令

和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

固
定
資
産
税
の
額
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固

定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
十
分

の
七
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該

年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十

九
条
の
三
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の

三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ

る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る

率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る

当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る

べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額

（
以
下
「
商
業
地
等
調
整
固
定
資
産
税
額
」
と
い

う
。
）
と
す
る
。 

（
用
途
変
更
宅
地
等
の
特
例
） 

（
用
途
変
更
宅
地
等
の
特
例
） 

第
十
二
条
の
三 

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
七
号
）
附
則
第
十
四
条 

 

あ
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五

年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
、
法
附
則
第
十
八
条
の
三
の
規
定
を
適
用
し
な

い
こ
と
と
す
る
。 

第
十
二
条
の
三 
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
号
）
附
則
第
二
十
一

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八

年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
、
法
附
則
第
十
八
条
の
三
の
規
定
を
適
用
し
な

い
こ
と
と
す
る
。 

（
農
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五

年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
特
例
） 

（
農
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八

年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
特
例
） 

第
十
三
条 

農
地
に
係
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五

年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
額
は
、

当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額

が
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産

税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準

額
（
当
該
農
地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十

五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
農
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課
税
標
準
額

に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た

額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
、
当
該

農
地
の
当
該
年
度
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
負

担
水
準
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

第
十
三
条 

農
地
に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八

年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
額
は
、

当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額

が
、
当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産

税
に
係
る
前
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準

額
（
当
該
農
地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
又
は
附
則
第
十

五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
農
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課
税
標
準
額

に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た

額 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
に
、
当
該

農
地
の
当
該
年
度
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
負

担
水
準
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
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負
担
調
整
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
令
和
三
年
度
分

の
固
定
資
産
税
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
課
税
標
準
額
）
を
当
該
農
地
に
係
る
当

該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ

き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以

下
「
農
地
調
整
固
定
資
産
税
額
」
と
い
う
。
）
を

超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
農
地
調
整
固
定
資
産
税

額
と
す
る
。 

負
担
調
整
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
令
和
三
年
度
分

の
固
定
資
産
税
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
課
税
標
準
額
）
を
当
該
農
地
に
係
る
当

該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ

き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
（
以

下
「
農
地
調
整
固
定
資
産
税
額
」
と
い
う
。
）
を

超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
農
地
調
整
固
定
資
産
税

額
と
す
る
。 

（
特
別
土
地
保
有
税
の
課
税
の
特
例
） 

（
特
別
土
地
保
有
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
五
条 

附
則
第
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま

で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
宅
地
等
（
附
則
第
十
一

条
第
二
号
に
掲
げ
る
宅
地
等
を
い
う
も
の
と
し
、

法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
、
第
三
百
四
十
九
条
の

三
の
二
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三

ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
宅
地
等
を
除
く
。
）

に
対
し
て
課
す
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度

ま
で
の
各
年
度
分
の
特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て

は
、
第
百
三
十
七
条
第
一
号
中
「
当
該
年
度
分
の

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
」
と

あ
る
の
は
、
「
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係

る
附
則
第
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
規

定
す
る
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
」
と
す
る
。 

第
十
五
条 

附
則
第
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま

で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
宅
地
等
（
附
則
第
十
一

条
第
二
号
に
掲
げ
る
宅
地
等
を
い
う
も
の
と
し
、

法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
、
第
三
百
四
十
九
条
の

三
の
二
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三

ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
宅
地
等
を
除
く
。
）

に
対
し
て
課
す
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度

ま
で
の
各
年
度
分
の
特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て

は
、
第
百
三
十
七
条
第
一
号
中
「
当
該
年
度
分
の

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
」
と

あ
る
の
は
、
「
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
係

る
附
則
第
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
規

定
す
る
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
」
と
す
る
。 

２ 

法
附
則
第
十
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
宅

地
評
価
土
地
の
取
得
の
う
ち
平
成
十
八
年
一
月
一

日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
さ

れ
た
も
の
に
対
し
て
課
す
る
特
別
土
地
保
有
税
に

つ
い
て
は
、
第
百
三
十
七
条
第
二
号
中
「
不
動
産

取
得
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
」
と
あ
る

の
は
「
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き

価
格
（
法
附
則
第
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の

適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
課
税
標

準
と
な
る
べ
き
価
格
を
い
う
。
）
に
二
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
額
」
と
し
、
「
令
第
五
十
四
条
の
三

十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
価
格
」
と
あ
る
の
は
「
令

第
五
十
四
条
の
三
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
価
格

（
法
附
則
第
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の
適
用

が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
価
格
を
い

う
。
）
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
す
る
。 

２ 

法
附
則
第
十
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
宅

地
評
価
土
地
の
取
得
の
う
ち
平
成
十
八
年
一
月
一

日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
さ

れ
た
も
の
に
対
し
て
課
す
る
特
別
土
地
保
有
税
に

つ
い
て
は
、
第
百
三
十
七
条
第
二
号
中
「
不
動
産

取
得
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
」
と
あ
る

の
は
「
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き

価
格
（
法
附
則
第
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の

適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
課
税
標

準
と
な
る
べ
き
価
格
を
い
う
。
）
に
二
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
額
」
と
し
、
「
令
第
五
十
四
条
の
三

十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
価
格
」
と
あ
る
の
は
「
令

第
五
十
四
条
の
三
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
価
格

（
法
附
則
第
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の
適
用

が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
価
格
を
い

う
。
）
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
」
と
す
る
。 
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（
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
に
係
る
市
民
税

の
課
税
の
特
例
） 

（
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
に
係
る
市
民
税

の
課
税
の
特
例
） 

第
十
六
条
の
三 

第
十
六
条
の
三 

３ 

３ 

四 

四 

 

五 

附
則
第
七
条
の
五
及
び
附
則
第
七
条
の
八
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条
の
五

第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
八
中
「
所
得
割
の

額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附

則
第
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民

税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

（
土
地
の
譲
渡
等
に
係
る
事
業
所
得
等
に
係
る
市
民

税
の
課
税
の
特
例
） 

（
土
地
の
譲
渡
等
に
係
る
事
業
所
得
等
に
係
る
市
民

税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
六
条
の
四 

第
十
六
条
の
四 

３ 

３ 

四 

四 

 

五 

附
則
第
七
条
の
五
及
び
附
則
第
七
条
の
八
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条
の
五

第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
八
中
「
所
得
割
の

額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附

則
第
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民

税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

（
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の

特
例
） 

（
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の

特
例
） 

第
十
七
条 

第
十
七
条 

３ 

３ 

四 

四 

 

五 

附
則
第
七
条
の
五
及
び
附
則
第
七
条
の
八
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条
の
五

第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
八
中
「
所
得
割
の

額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附

則
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の

所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

（
短
期
譲
渡
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の

特
例
） 

（
短
期
譲
渡
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
課
税
の

特
例
） 

第
十
八
条 

第
十
八
条 
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５ 

５ 
四 

四 

 

五 

附
則
第
七
条
の
五
及
び
附
則
第
七
条
の
八
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条
の
五

第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
八
中
「
所
得
割
の

額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附

則
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の

所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

（
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
個
人
の

市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

（
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
個
人
の

市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
九
条 

第
十
九
条 

２ 

２ 

四 
四 

 
五 
附
則
第
七
条
の
五
及
び
附
則
第
七
条
の
八
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条
の
五

第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
八
中
「
所
得
割
の

額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附

則
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の

所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

（
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
に
係
る
個
人
の
市
民

税
の
課
税
の
特
例
） 

（
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
に
係
る
個
人
の
市
民

税
の
課
税
の
特
例
） 

第
二
十
条 

第
二
十
条 

２ 

２ 

四 

四 

 

五 

附
則
第
七
条
の
五
及
び
附
則
第
七
条
の
八
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条
の
五

第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
八
中
「
所
得
割
の

額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附

則
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民
税
の

所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

（
特
例
適
用
利
子
等
及
び
特
例
適
用
配
当
等
に
係
る

個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

（
特
例
適
用
利
子
等
及
び
特
例
適
用
配
当
等
に
係
る

個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
二
十
条
の
二 

第
二
十
条
の
二 

２ 

２ 

四 

四 

 

五 

附
則
第
七
条
の
五
及
び
附
則
第
七
条
の
八
の

5
0



 

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条
の
五

第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
八
中
「
所
得
割
の

額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附

則
第
二
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民

税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

５ 

５ 

四 

四 

 

五 

附
則
第
七
条
の
五
及
び
附
則
第
七
条
の
八
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条
の
五

第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
八
中
「
所
得
割
の

額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附

則
第
二
十
条
の
二
第
三
項
後
段
の
規
定
に
よ
る

市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

（
条
約
適
用
利
子
等
及
び
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る

個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

（
条
約
適
用
利
子
等
及
び
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る

個
人
の
市
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
二
十
条
の
三 

第
二
十
条
の
三 

２ 

２ 

四 

四 

 

五 

附
則
第
七
条
の
五
及
び
附
則
第
七
条
の
八
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条
の
五

第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
八
中
「
所
得
割
の

額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附

則
第
二
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
民

税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 

５ 

５ 

四 

四 

 

五 

附
則
第
七
条
の
五
及
び
附
則
第
七
条
の
八
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
七
条
の
五

第
一
項
及
び
附
則
第
七
条
の
八
中
「
所
得
割
の

額
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
得
割
の
額
並
び
に
附

則
第
二
十
条
の
三
第
三
項
後
段
の
規
定
に
よ
る

市
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
す
る
。 
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報告第２号 

専決処分を報告し、承認を求める件 

宇部市税賦課徴収条例の一部を改正する条例（令和６年条例第

25 号）  

 

１ 要 旨 

「地方税法等の一部を改正する法律（令和6年法律第4号）」が令和6年 3月 30 日に公

布されたことに伴い、地方自治法第179条第1項の規定により、令和6年3月31日付け

で行った宇部市税賦課徴収条例中一部改正に係る専決処分を報告し、承認を求めるもの。

今回の一部改正の概要は次のとおり。 

 

２ 改正内容 

(1) 個人市民税関係 

令和６年度分の個人市民税について、「定額減税」が実施されることに伴い、規定を新

設するとともに関連する条文を整理。 

令和６年分所得税及び令和６年度分個人住民税から納税義務者本人及び配偶者を含め

た扶養家族１人につき所得税３万円、個人住民税１万円が減税される。（控除しきれない

場合は給付金を支給） 

(2) 固定資産税関係 

① 土地に係る負担水準の均衡化を促進するため、現行の負担調整措置等を令和６年度

から令和８年度まで、３年延長するための規定を整備。 

② 一定のバイオマス発電設備に係る課税標準の特例措置に係るわがまち特例の割合を 

定める規定の新設及び条文の整理。 

 

 

 

 

③ 認定長期優良住宅に対する固定資産税の税額を１/２とする減額措置について、申告 

書の提出がない場合でも、一定の要件に該当すると認められる場合には減額措置を適 

用できることとする規定の新設及び条文の整理。 

軽減期間：マンション７年度分、戸建て５年度分 

(3) その他 

災害時を念頭に、市民税、固定資産税等の減免に関して職権による減免を可能とする 

規定の整備。 

 

３ 施行日  

令和６年４月１日 

対象設備 
特例率 

（最初の３年度分） 

出力10,000KW以上20,000KW以下で、一般木質・農産物

残さ区分に該当する施設 
６/７ 



報告第３号 

 

専決処分を報告し、承認を求める件 

 
 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項本文の規定により、  

下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、承認を求める。  

  令和６年６月７日提出  

  

宇部市長  篠 﨑  圭 二     

 

 

記  

１ 専決処分の内容  

宇部市都市計画税賦課徴収条例の一部を改正する条例（令和６年条例第２６  

号）                          ……… 別 紙  

２ 専決処分年月日  

令和６年３月３１日  
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別 
紙 

 

宇
部
市
条
例
第
二
十
六
号 

 

宇
部
市
都
市
計
画
税
賦
課
徴
収
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
条
例
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。 

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 

  

附
則
第
二
項
を
削
る
。 

附
則
第
三
項
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条

第
三
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
二
項
と
す
る
。 

附
則
第
四
項
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
八
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条

第
三
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
三
項
と
す
る
。 

附
則
第
五
項
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条

第
四
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
四
項
と
し
、
附
則
第
六
項
を
附
則
第
五
項
と
す
る
。 

附
則
第
七
項
の
前
の
見
出
し
中
「
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
」
を
「
令
和
六
年
度
か

ら
令
和
八
年
度
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
中
「
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
」
を
「
令
和
六

年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
」
に
改
め
、
「
（
商
業
地
等
に
係
る
令
和
四
年
度
分
の
都
市
計
画
税

に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
二
・
五
）
」
及
び
「
（
令
和
三
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
あ
つ
て
は
、
前

年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額
）
」
を
削
り
、
同
項
を
附
則
第
六
項
と
す
る
。 

附
則
第
八
項
中
「
令
和
四
年
度
分
及
び
令
和
五
年
度
分
」
を
「
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度

ま
で
の
各
年
度
分
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
七
項
と
す
る
。 

附
則
第
九
項
中
「
附
則
第
七
項
」
を
「
附
則
第
六
項
」
に
、
「
令
和
四
年
度
分
及
び
令
和
五
年

度
分
」
を
「
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
八
項

と
す
る
。 

附
則
第
十
項
中
「
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
」
を
「
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度

ま
で
」
に
、
「
附
則
第
七
項
」
を
「
附
則
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
九
項
と
す
る
。 

附
則
第
十
一
項
中
「
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
」
を
「
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年

度
ま
で
」
に
、
「
附
則
第
七
項
」
を
「
附
則
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
十
項
と
す
る
。 

附
則
第
十
二
項
中
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
七
号
）
附
則

5
4



第
十
四
条
」
を
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
号
）
附
則
第
二

十
一
条
」
に
、
「
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
」
を
「
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま

で
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
十
一
項
と
す
る
。 

附
則
第
十
三
項
の
前
の
見
出
し
中
「
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
」
を
「
令
和
六
年
度

か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
中
「
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
」
を
「
令
和

六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
」
に
改
め
、
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
及
び
「
（
令

和
三
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額
）
」
を
削

り
、
同
項
を
附
則
第
十
二
項
と
す
る
。 

附
則
第
十
四
項
中
「
附
則
第
七
項
及
び
第
九
項
」
を
「
附
則
第
六
項
及
び
第
八
項
」
に
、
「
附

則
第
七
項
及
び
第
十
項
」
を
「
附
則
第
六
項
及
び
第
九
項
」
に
、
「
第
八
項
、
第
十
項
及
び
第
十

一
項
」
を
「
第
九
項
及
び
第
十
項
」
に
、
「
附
則
第
十
項
」
を
「
附
則
第
九
項
」
に
、
「
第
十
二

項
」
を
「
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
十
三
項
と
す
る
。 

附
則
第
十
五
項
中
「
第
三
十
五
項
ま
で
、
第
三
十
八
項
、
第
三
十
九
項
、
第
四
十
三
項
若
し
く

は
第
四
十
六
項
」
を
「
第
三
十
四
項
ま
で
、
第
三
十
七
項
、
第
三
十
八
項
、
第
四
十
二
項
若
し
く

は
第
四
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
十
四
項
と
す
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
宇
部
市
都
市
計
画
税
賦
課

徴
収
条
例
の
規
定
は
、
令
和
六
年
度
以
後
の
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和

五
年
度
分
ま
で
の
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
受
け
た
地
方
税
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方

税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
に
規
定
す
る
政

府
の
補
助
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
所
内
保
育
施
設
の
用
に
供
す
る
固
定
資
産
に
対

し
て
課
す
る
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

5
5



 

（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

附 

則 

附 

則 

（
法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
の
条
例
で
定
め
る

割
合
） 

２ 

法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
に
規
定
す
る
条

例
で
定
め
る
割
合
は
、
二
分
の
一
と
す
る
。 

 

（
法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
の
条
例
で
定
め
る

割
合
） 

（
法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
の
条
例
で
定
め
る

割
合
） 

３ 

法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
に
規
定
す
る
条

例
で
定
め
る
割
合
は
、
三
分
の
二
と
す
る
。 

２ 

法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
に
規
定
す
る
条

例
で
定
め
る
割
合
は
、
三
分
の
二
と
す
る
。 

（
法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
八
項
の
条
例
で
定
め
る

割
合
） 

（
法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
七
項
の
条
例
で
定
め
る

割
合
） 

４ 

法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
八
項
に
規
定
す
る
条

例
で
定
め
る
割
合
は
、
三
分
の
二
と
す
る
。 

３ 

法
附
則
第
十
五
条
第
三
十
七
項
に
規
定
す
る
条

例
で
定
め
る
割
合
は
、
三
分
の
二
と
す
る
。 

（
法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
三
項
の
条
例
で
定
め
る

割
合
） 

（
法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
二
項
の
条
例
で
定
め
る

割
合
） 

５ 

法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
三
項
に
規
定
す
る
条

例
で
定
め
る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。 

４ 

法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
二
項
に
規
定
す
る
条

例
で
定
め
る
割
合
は
、
四
分
の
三
と
す
る
。 

（
改
修
実
演
芸
術
公
演
施
設
に
対
す
る
都
市
計
画
税

の
減
額
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
す

べ
き
申
告
） 

（
改
修
実
演
芸
術
公
演
施
設
に
対
す
る
都
市
計
画
税

の
減
額
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
す

べ
き
申
告
） 

６ 

５ 

（
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和

五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
特
例
） 

（
宅
地
等
に
対
し
て
課
す
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和

八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
特
例
） 

７ 

宅
地
等
に
係
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度

ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
額
は
、
当
該

宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
額

が
、
当
該
宅
地
等
の
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税

に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額

に
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計

画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
当
該
宅
地

等
が
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
法
第

七
百
二
条
の
三
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等

で
あ
る
と
き
は
、
当
該
価
格
に
同
条
に
定
め
る
率

６ 

宅
地
等
に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度

ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
額
は
、
当
該

宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
額

が
、
当
該
宅
地
等
の
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税

に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額

に
、
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計

画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
（
当
該
宅
地

等
が
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
法
第

七
百
二
条
の
三
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等

で
あ
る
と
き
は
、
当
該
価
格
に
同
条
に
定
め
る
率

5
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を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
同
じ
。
）
に
百
分
の
五

（
商
業
地
等
に
係
る
令
和
四
年
度
分
の
都
市
計
画

税
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
二
・
五
）
を
乗
じ
て
得

た
額
を
加
算
し
た
額
（
令
和
三
年
度
分
の
都
市
計

画
税
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の

課
税
標
準
額
）
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三

（
第
十
八
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
十
五
条
か

ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規

定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地

等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標

準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計

画
税
額
（
以
下
「
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
」

と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
宅
地
等

調
整
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
同
じ
。
）
に
百
分
の
五

（
商
業
地
等
に
係
る
令
和
四
年
度
分
の
都
市
計
画

税
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
二
・
五
）
を
乗
じ
て
得

た
額
を
加
算
し
た
額
（
令
和
三
年
度
分
の
都
市
計

画
税
に
あ
つ
て
は
、
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の

課
税
標
準
額
）
（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三

（
第
十
八
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
十
五
条
か

ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

宅
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規

定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地

等
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標

準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計

画
税
額
（
以
下
「
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
」

と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
宅
地
等

調
整
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

８ 

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
に
係

る
令
和
四
年
度
分
及
び
令
和
五
年
度
分
●
●
●
●

●
の
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
は
、
当
該
宅
地

等
調
整
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該
商
業
地
等
に
係

る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な

る
べ
き
価
格
に
十
分
の
六
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当

該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を
除

く
。
）
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三

ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る

と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率

を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当

該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ

き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
を
超

え
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

７ 

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
に
係

る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度

分
の
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
は
、
当
該
宅
地

等
調
整
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該
商
業
地
等
に
係

る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な

る
べ
き
価
格
に
十
分
の
六
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当

該
商
業
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を
除

く
。
）
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三

ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る

と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率

を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当

該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ

き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
を
超

え
る
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

９ 

附
則
第
七
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等

に
係
る
令
和
四
年
度
分
及
び
令
和
五
年
度
分
か
ら

令
和
八
の
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
は
、
当
該

宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
に

係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と

な
る
べ
き
価
格
に
十
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額

８ 

附
則
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等

に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各

年
度
分
の
宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
は
、
当
該

宅
地
等
調
整
都
市
計
画
税
額
が
、
当
該
宅
地
等
に

係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と

な
る
べ
き
価
格
に
十
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額

5
7



 

（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を

除
く
。
）
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の

三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る

と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率

を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該

年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き

額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
に
満
た

な
い
場
合
に
は
、
附
則
第
七
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

（
当
該
宅
地
等
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を

除
く
。
）
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の

三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
等
で
あ
る

と
き
は
、
当
該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率

を
乗
じ
て
得
た
額
）
を
当
該
宅
地
等
に
係
る
当
該

年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き

額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
に
満
た

な
い
場
合
に
は
、
附
則
第
六
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

10 

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度

の
負
担
水
準
が
〇
・
六
以
上
〇
・
七
以
下
の
も
の

に
係
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各

年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
額
は
、
附
則
第
七
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年

度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計

画
税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九

条
の
三
（
第
十
八
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
十

五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課
税
標

準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得

た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の

都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た

場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

９ 

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年
度

の
負
担
水
準
が
〇
・
六
以
上
〇
・
七
以
下
の
も
の

に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各

年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
額
は
、
附
則
第
六
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年

度
分
の
都
市
計
画
税
に
係
る
前
年
度
分
の
都
市
計

画
税
の
課
税
標
準
額
（
当
該
商
業
地
等
が
当
該
年

度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三
百
四
十
九

条
の
三
（
第
十
八
項
を
除
く
。
）
又
は
附
則
第
十

五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
課
税
標

準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得

た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の

都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た

場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

11 

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年

度
の
負
担
水
準
が
〇
・
七
を
超
え
る
も
の
に
係
る

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
都
市
計
画
税
の
額
は
、
附
則
第
七
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度

分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格

に
十
分
の
七
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等

が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三

百
四
十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を
除
く
。
）
又
は

附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当

該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得

た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の

10 

商
業
地
等
の
う
ち
当
該
商
業
地
等
の
当
該
年

度
の
負
担
水
準
が
〇
・
七
を
超
え
る
も
の
に
係
る

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
分

の
都
市
計
画
税
の
額
は
、
附
則
第
六
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度

分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格

に
十
分
の
七
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
商
業
地
等

が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
法
第
三

百
四
十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を
除
く
。
）
又
は

附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三
ま
で
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
商
業
地
等
で
あ
る
と
き
は
、
当

該
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得

た
額
）
を
当
該
商
業
地
等
に
係
る
当
該
年
度
分
の

5
8



 

都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た

場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た

場
合
に
お
け
る
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

１２ 

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

三
年
法
律
第
七
号
）
附
則
第
十
四
条 

 

の
規
定
に

基
づ
き
、
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の

各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
法
附
則

第
二
十
五
条
の
三
の
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
と

す
る
。 

１１ 

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

六
年
法
律
第
四
号
）
附
則
第
二
十
一
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の

各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
法
附
則

第
二
十
五
条
の
三
の
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
と

す
る
。 

（
農
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五

年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
特
例
） 

（
農
地
に
対
し
て
課
す
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八

年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
特
例
） 

１３ 

農
地
に
係
る
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度

ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
額
は
、
当
該

農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
額
が
、

当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に

係
る
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額

（
当
該
農
地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を
除

く
。
）
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三

ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
農
地
で
あ
る
と
き

は
、
当
該
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め

る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
、
当
該
農
地
の
当
該
年
度
の
次
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
負
担
水
準
の
区
分
に
応
じ
、
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
負
担
調
整
率
を
乗
じ
て
得
た

額
（
令
和
三
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
あ
つ
て
は
、

前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額
）
を
当

該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課

税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都

市
計
画
税
額
（
以
下
「
農
地
調
整
都
市
計
画
税
額
」

と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
農
地
調

整
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

１２ 

農
地
に
係
る
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度

ま
で
の
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
額
は
、
当
該

農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
額
が
、

当
該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に

係
る
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額

（
当
該
農
地
が
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
（
第
十
八
項
を
除

く
。
）
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三

ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
農
地
で
あ
る
と
き

は
、
当
該
課
税
標
準
額
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め

る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
、
当
該
農
地
の
当
該
年
度
の
次
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
負
担
水
準
の
区
分
に
応
じ
、
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
負
担
調
整
率
を
乗
じ
て
得
た

額
（
令
和
三
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
あ
つ
て
は
、

前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額
）
を
当

該
農
地
に
係
る
当
該
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課

税
標
準
と
な
る
べ
き
額
と
し
た
場
合
に
お
け
る
都

市
計
画
税
額
（
以
下
「
農
地
調
整
都
市
計
画
税
額
」

と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
農
地
調

整
都
市
計
画
税
額
と
す
る
。 

１４ 

附
則
第
七
項
及
び
第
九
項
の
「
宅
地
等
」
と
は

法
附
則
第
十
七
条
第
二
号
に
、
附
則
第
七
項
及
び

第
十
項
の
「
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標

準
額
」
と
は
法
附
則
第
二
十
五
条
第
六
項
に
お
い

て
読
み
替
え
て
準
用
さ
れ
る
法
附
則
第
十
八
条
第

六
項
に
、
附
則
第
七
項
、
第
八
項
、
第
十
項
及
び

第
十
一
項
の
「
商
業
地
等
」
と
は
法
附
則
第
十
七

１３ 

附
則
第
六
項
及
び
第
八
項
の
「
宅
地
等
」
と
は

法
附
則
第
十
七
条
第
二
号
に
、
附
則
第
六
項
及
び

第
九
項
の
「
前
年
度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標

準
額
」
と
は
法
附
則
第
二
十
五
条
第
六
項
に
お
い

て
読
み
替
え
て
準
用
さ
れ
る
法
附
則
第
十
八
条
第

六
項
に
、
附
則
第
七
項
、
第
九
項
及
び
第
十
項 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

の
「
商
業
地
等
」
と
は
法
附
則
第
十
七

5
9



 

条
第
四
号
に
、
附
則
第
十
項
か
ら
前
項
ま
で
（
第

十
二
項
を
除
く
。
）
の
「
負
担
水
準
」
と
は
法
附

則
第
十
七
条
第
八
号
ロ
に
、
前
項
の
「
農
地
」
と

は
法
附
則
第
十
七
条
第
一
号
に
、
同
項
の
「
前
年

度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額
」
と
は
法
附

則
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
さ
れ
る
法
附
則
第
十
八
条
第
六
項
に
規
定
す
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。 

条
第
四
号
に
、
附
則
第
九
項
か
ら
前
項
ま
で
（
第

十
一
項
を
除
く
。
）
の
「
負
担
水
準
」
と
は
法
附

則
第
十
七
条
第
八
号
ロ
に
、
前
項
の
「
農
地
」
と

は
法
附
則
第
十
七
条
第
一
号
に
、
同
項
の
「
前
年

度
分
の
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
額
」
と
は
法
附

則
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
さ
れ
る
法
附
則
第
十
八
条
第
六
項
に
規
定
す
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。 

１５ 

法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
、
第
九
項
、
第
十
三

項
、
第
十
五
項
か
ら
第
十
七
項
ま
で
、
第
十
九
項
、

第
二
十
項
、
第
二
十
四
項
、
第
二
十
七
項
、
第
三

十
一
項
か
ら
第
三
十
五
項
ま
で
、
第
三
十
八
項
、

第
三
十
九
項
、
第
四
十
三
項
若
し
く
は
第
四
十
六

項
、
第
十
五
条
の
二
第
二
項
、
第
十
五
条
の
三
又

は
第
六
十
三
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
各
年
度
分

の
都
市
計
画
税
に
限
り
、
第
二
条
第
二
項
中
「
又

は
第
三
十
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
第
三

十
三
項
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三

ま
で
若
し
く
は
第
六
十
三
条
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。 

１４ 

法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
、
第
九
項
、
第
十
三

項
、
第
十
五
項
か
ら
第
十
七
項
ま
で
、
第
十
九
項
、

第
二
十
項
、
第
二
十
四
項
、
第
二
十
七
項
、
第
三

十
一
項
か
ら
第
三
十
四
項
ま
で
、
第
三
十
七
項
、

第
三
十
八
項
、
第
四
十
二
項
若
し
く
は
第
四
十
五

項
、
第
十
五
条
の
二
第
二
項
、
第
十
五
条
の
三
又

は
第
六
十
三
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
各
年
度
分

の
都
市
計
画
税
に
限
り
、
第
二
条
第
二
項
中
「
又

は
第
三
十
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
第
三

十
三
項
又
は
附
則
第
十
五
条
か
ら
第
十
五
条
の
三

ま
で
若
し
く
は
第
六
十
三
条
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。 
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報 告 第 ３ 号  

専 決 処 分 を 報 告 し 、 承 認 を 求 め る 件  

宇 部 市 都 市 計 画 税 賦 課 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 令 和 ６ 年 条 例 第 ２ ６ 号 ）  

 

 

１ 要 旨 

 「地方税法等の一部を改正する法律（令和６年法律第４号）」が令和６

年３月３０日に公布されたことに伴い、地方自治法第１７９条第１項の

規定により、令和６年３月３１日付けで行った宇部市都市計画税賦課徴

収条例中一部改正に係る専決処分を報告し、承認を求めるもの。 

 

 

２ 改正内容 

(1) 都市計画税（土地）の負担調整等の延長（附則第６項から第１２項

まで） 

現行の負担調整措置を令和 6 年度から令和 8 年度まで、３年延長す

るための規定を整備。 

 

(2) 引用する法令の条項ずれを反映（附則第２項から第１４項まで）  

 

 

３ 施行日 

 令和６年 4 月 1 日 

 

 

 



報告第４号 

 

専決処分を報告し、承認を求める件 

 
 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項本文の規定により、  

下記のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、承認を求める。  

  令和６年６月７日提出  

  

宇部市長  篠 﨑  圭 二     

 

 

記  

１ 専決処分の内容  

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適用に伴う固定資産税

の課税免除に関する条例の一部を改正する条例（令和６年条例第２７号）  

                           ……… 別 紙

２ 専決処分年月日  

令和６年３月３１日  
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別 
紙 

 

宇
部
市
条
例
第
二
十
七
号 

 

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
適
用
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
に
関
す
る
条
例
（
令
和
三
年
条
例
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日 

 

宇
部
市
長 

 

篠 

﨑 

圭 

二 

  

附
則
第
二
項
中
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。 

 
 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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（
参
考
） 

新 
 

 

旧 
 

 

対 
 

 

照 
 

 

表 

旧 

新 

附 

則 

附 

則 

（
有
効
期
限
） 

（
有
効
期
限
） 

２ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、

そ
の
効
力
を
失
う
。 

２ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、

そ
の
効
力
を
失
う
。 
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議案第４号 

専決処分を報告し、承認を求める件 

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適用に伴う 

固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例 

（令和６年条例第２７号） 

 

１ 要 旨 

「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第２４条の地方税の課  

税免除又は不均一課税に伴う措置が適用される場合等を定める省令（令和  

３年総務省令第３１号）」の一部改正が、令和６年３月３０日に公布され、 

固定資産税の課税免除に係る減収補填措置が 3 年間延長された。  

これに伴い、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項  

の規定により、令和６年３月３１日付で行った「過疎地域の持続的発展の  

支援に関する特別措置法の適用に伴う固定資産税の課税免除に関する条  

例」中一部改正に係る専決処分を報告し、承認を求めるもの。  
 
※（参考）過疎地域課税免除条例の内容（令和３年 9 月制定）  

 

 

 

 

 

 

 

２ 改正内容 

条例の有効期限の３年延長 

（改正前）令和 6 年３月３１日 →（改正後）令和９年３月３１日 

 

３ 施行日  

  公布の日（令和 6 年３月３１日） 

 

楠地域において、市の過疎計画「宇部市過疎地域持続的発展計画」

で振興すべきと定められた業種（製造業、情報サービス業等）の用

に供するために取得された固定資産について、３年度間、固定資産

税を課税免除するもの。 

減収分は、普通交付税による減収補填措置が適用される。 

 



開庁時間短縮の検討状況について 

 

１.目的 

窓口対応における朝の受付準備や窓口閉鎖後の事後処理に要する時間、職員

が事務作業に集中できる時間を確保することで、窓口職場の恒常的な時間外勤

務の解消を図り、職員の働き方改革へ繋げるとともに、適正な事務処理を図る。 

 

２.対象施設及び見直し内容（案） 

（１）開庁時間について  

【本庁舎】 

（現 行）午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分 

（変更後）午前９時 00 分～午後４時 30 分 

      ※木曜日夜間窓口の受付は継続実施（終了時刻の前倒しを検討中） 

【市民センター】  

（現 行）午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分 

（変更後）午前９時 00 分～午後４時 30 分 

※地域や施設の特性に応じ、利用者が円滑に入退館できるよう配慮 

     

（２）電話対応について 

   開庁時間と同時間帯での対応を検討中。 

 

（３）その他 

以下の施設については、本庁舎及び市民センターと同様に、行政手続きに

関する受付時間を午前 9 時 00 分～午後 4 時 30 分とする。 

・市民生活課（北部総合支所内） 

・ふれあいセンター 

 

３.市民への周知 

市公式ウェブサイト、広報、市 LINE 公式アカウント等を通して、方針決定後

に開始する。 

 

 

 



４.その他（参考） 

■番号発券機の発券状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■国・自治体における主な取組事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


